


はじめに

経済のグローバル化にともない、わが国へも海外から大量の飼料等が輸入されている。し

かし、自給飼料から輸入飼料への依存度は、世界的な穀物需給の逼迫に起因した輸入飼料価

格の高騰による経営の不安定化、過剰な家畜排泄物による環境負荷の増大、濃厚飼料多給に

よる生産病の増加等の諸問題に止まらず、最近では、口蹄疫や牛海綿状脳症（ ）の発生BSE

など、大きな社会不安をもたらしている。

これらを解決するためには、高品質な粗飼料の自給率の向上を図り、土地資源に立脚した

物質循環型の持続的な畜産システムの確立が不可欠である。近年、寒地適応性の高いアルフ

ァルファ新品種「マキワカバ 「ヒサワカバ」が育成されるとともに、新しいアルファルフ」、

ァ草地造成およびアルファルファの収穫調製に関わる素材技術が開発されたことから、農業

技術研究機構・北海道農業研究センターおよび北海道立畜産試験場、農業試験場では、平成

１０年からそれぞれ「地域先導技術総合研究 「地域基幹農業技術体系実用化研究」におい」、

て、アルファルファを導入した高品質粗飼料生産・利用技術の開発並びに普及定着に取り組

んでいる。

アルファルファは蛋白質やミネラル含量が高く、家畜の採食性も優れることから、高泌乳

牛に対応した高栄養価牧草として注目されており、年間約 万トンのアルファルファ乾草30

が輸入されている。気象条件の厳しい北海道におけるアルファルファ利用の歴史は古いもの

の、栽培面積は約１万 で横這い状態である。また、寒害や凍結害等に対処するためイネha

科牧草との混播利用が主体となっている。

この状況を打開して良質粗飼料の生産拡大を図るため、最近の研究成果を踏まえ、アルフ

ァルファの導入を志向する酪農家および関係指導機関を対象に栽培から収穫・調製、家畜へ

の給与を含む総合的な技術マニュアルを作成した。本書は、自給粗飼料主体で ～9,000

の個体乳量を目指す酪農家を対象に編纂されたものである。試験研究機関の研究成10,000kg

果が速やかに酪農現場に伝わり、生産性向上のみならずゆとり創出に貢献できれば幸いであ

る。

編集委員長 竹下 潔
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Ⅰ 総論編

１．アルファルファの特徴
アルファルファは、日本の湿潤で酸性土の条件下では、根本アルファルファ導入の意義：

的に作りにくい牧草とされている。しかし、アルファルファは本来非常に適応性の高い作

物で、品種改良によって原産地の中央アジアとは大きく異なる環境に適応し、ヨーロッパ

北部や北米などに栽培適地を拡大してきた。北海道においても寒地適応性の高い「マキワ

カバ 「ヒサワカバ」が育成され、高能力の国産品種が主流となる新しい段階を迎えてい」

る（Ⅱ－Ｑ１ 。）

一方、近年の泌乳能力の向上とともに、高品質な粗飼料が求められているが、アルファ

ルファは粗蛋白質（ ）含量が高く、嗜好性のよい粗飼料である。圃場条件が良く本来CP
の能力が発揮できれば、マメ科牧草の中では最も収量性が高く永続性に優れている。すな

わち、環境保全型の持続的畜産を志向し、高能力な家畜の栄養要求に見合う飼料をできる

だけ自給飼料から得ようとする場合、アルファルファはもっと栽培面積が拡大して然るべ

き飼料作物といえる。

気象条件の厳しい寒地では、アルファルファ品種の適否が経営に大きく影適品種の選定：

響する。永年牧草は、一度播種したら ～ 年もの長期間同じ品種を利用せざるを得な5 10
いこと等を考慮すると、品種選定は重要であり、農家個々の立地条件、労働条件あるいは

利用目的等を考慮した上での判断が求められる。わが国で育成された品種は、従来の外国

品種に比較して適応性が大きく向上しており、北海道においても地域に合った収量性、各

種障害抵抗性に優れたものを北海道優良品種として奨励している（表Ⅰ－１ 。また、民）

間種苗会社も含めて、アルファルファの国産品種の耐寒性あるいは耐倒伏性の改良が進ん

でおり、今後、更に品種の高能力化、多様化が期待できる。

アルファルファは蛋白質含量が高いことが大きな特徴であるが、草栄養成分および収量：

丈の伸長とともに繊維成分が増加するため、粗蛋白質含量は低下する。ミネラルの特性と

しては、カルシウム（ ）は蛋白質含量に関わらずほぼ１ 前後で一定、カリウム（ ）Ca % K
は生育初期の高蛋白時に高く、約 ～ の範囲であり、国内産のものは輸入アルファル2 4%
ファと比較すると 含量が低く、 含量は逆に高い傾向にある。Ca K

表Ⅰ－１　寒冷地に適したアルファルファの北海道優良品種
品　種 特 徴　 ﾊﾞｰﾃｨｼﾘｳﾑ 収量＊ 優良品種 育成国

 萎凋病抵抗性 認定年

マキワカバ  多雪地帯で多収  強 　113 平６～ 日本

ヒサワカバ    寡雪地帯で多収  強 　110 平６～ 日本

キタワカバ　　　 永続性良 　 中　　　　　100  昭58～平11　　　日本

5444　　　やや倒伏しやすい 　　　　　　強 　　　　　99　　　 平２～　　　　アメリカ

バータス　　　 耐倒伏性良 　　　　　　　強 　　　　　97　　　 平２～　　　スウェーデン

マヤ　　　　 耐倒伏性良　　　　　　　 強 　　　　　97　　　 平２～　　　　フランス

ユーバー　　　 耐倒伏性良 　　　　　　　強　　　　　98　　　 平２～　　　　フランス

 ＊収量は対キタワカバ比
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全国的なアルファルファの収量性は表Ⅰ－２の通りであるが、北海道地域では生育期間

が短いので、自給率向上を図るためにはスケールメリットを利用した低コスト生産が望ま

れる。

単播利用か混播利用かを選択する場合、乾物生産性、維持年限、利用単播と混播の特徴：

方法、気象条件、土壌条件、圃場排水性の良否等を考慮することが重要である。

単播は栄養価が高く、飼料成分の年間変動が少ない反面、永続性に劣るので畑作地帯に

おける短期輪作を前提とした草地向きといえる。一方、混播は経年的な収量維持が可能で

長期利用草地に適するが、番草別の飼料成分の変動幅は単播に比べ大きい。ちなみに、慣

行のアカクローバ主体混播草地の平均的なマメ科率は 前後であるが、アルファルフ10%

ァ混播草地は

収量性、品質、

永続性に優れ、

高いマメ科率

を長期間維持

するのに適し

ている。

２．アルファルファの栽培
アルファルファ栽培は単播と混播があるが、給与対象や圃場条件等に応じて草地の利用

方法を選択する。混播利用では、アルファルファ主体混播草地（アルファルファ率 ～50

、イネ科主体混播草地（アルファルファ率 ～ 未満）に大別され、施肥管理や70% 20 40%）

刈取り管理が異なる。

１）草地造成

アルファルファをうまく定着させるためには圃場選定が重要なポイントとな圃場の選定：

る。栽培に当たっては、排水が良く肥沃な圃場を選ぶ。排水の悪い圃場では湿害でアルフ

ァルファの生育が極端に劣るのみならず、作業機等の踏圧や、スリップ等の影響を受け裸

地化しやすくなるため、基盤整備の行き届いた圃場を選びたい。また、過湿な土壌は越冬

性を弱める他、排水不良地は滞水が凍結してアルファルファを窒息させるアイスシートを

形成しやすくなるので、排水対策は重要である。湿性黒色火山性土、泥炭土は湿潤になり

やすいので、避けた方が無難である。

土地生産性を高めるには、播種はできる限り早い時期に行う。このため、耕土壌の改良：

。 、起は前年秋までに終えておくことが望まれる アルファルファはアルカリ土壌を好むので

作付け予定地を早く決め、事前に土壌診断を行い酸性土の矯正量等を把握しておくことが

。 、 、 （ ）、 （ ）、 （ ）重要である とくに 石灰質資材施用は ①アルミニウム 鉄 マンガンAl Fe Mn

の毒性成分の溶脱による減少、② 、 （マグネシウム 、リン（ ）等の不可欠養分のCa Mg P）
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利用の増加、③土壌微生物活性の増加を

促すといわれており、収量性向上のみな

らずスタンド（定着個体）の確立や永続

性にも好影響を及ぼす。改良資材の投入

効果はアルカリ度や粒子の大きさで異な

るが、前作を含めて早めに散布する。ち

なみに、酸度矯正の目安は ～ とpH6.0 6.5

する（図Ⅰ－１ 。）

また、堆肥は有機物をエネルギー源と

する根粒菌の着生を促進するなどアルフ

ァルファの生育に効果的であり、堆肥の

施用は化学肥料の減肥につながる。なお、

堆肥の施用量は 以内とし、雑草種子5t/10a

60の混入を防ぐため、ある程度の発熱（

℃程度で１日以上）を持って腐熟化させた堆肥を用いるのが望ましい。

アルファルファ単播栽培は全道的に可能である。しかし、冬期間の土草種・品種の選定：

、 。壌凍結が深い根釧地域では 単播での栽培は凍害で不安定になりやすいので混播が適する

従来より北海道ではイネ科牧草との混播利用が中心であるが、混播の組み合わせは、夏季

冷涼な地帯ではアルファルファの生育を優先し、比較的競合力の小さいチモシーの極早生

または早生との組み合わせが適する（Ⅱ－Ｑ６ 。一方、気象条件に恵まれた地帯ではオ）

ーチャードグラスの中生か晩生との組み合わせが適する。また、アルファルファは湿害を

受けやすいので、排水の不良な圃場はイネ科主体草地として利用する。

アルファルファの品種では、北海道農業研究センター育成の積雪地帯向き品種「マキワ

カバ」と、土壌凍結地帯向き品種「ヒサワカバ」が流通量の約半分を占めている。なお、

現在流通している種子の多くは、根粒菌を添加した炭カルで種子を包んだコート種子で、

根粒菌の着生がよく、出芽も安定している（Ⅱ－Ｑ２ 。）

播種量は単播と混播、播種床の条件あるいは播種時期等に合わせて調整する。播種量：

コート種子では単播で ～ であるが、アルファルファ主体混播草地では、アル2 2.5kg/10a

ファルファ を基本に他草種を ～ の範囲で混ぜる。ただし、混播で1.5kg/10a 0.5 1.5kg/10a

は組み合わせるイネ科草種、目標とするアルファルファ割合あるいは気象条件で混ぜる割

合も異なるので地域に適した混合割合を決める（Ⅱ－Ｑ６ 。また、雑草が多い場合や高）

温期の播種では、出芽・定着が不安定になりやすいので播種量を多くする。

越冬条件の厳しい寒地では、越冬前の根の発育が越冬性に大きく影響してくる播種期：

ため、できるだけ早く播種して、根の発育を促す必要がある（Ⅱ－Ｑ５ 。このため、春）

造成が基本になる。しかし、夏から秋にかけては、雑草の発生量が徐々に少なくなり、草

地造成には有利な時期であり、全道の平均的なアルファルファの播種期限界が、８月中～

下旬頃であることから、麦などの畑作物との輪作により、土地利用率を高めることが可能
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である。この場合も播種は、できるだけ早く行う必要がある。

（ ）。施肥量：基肥は播種牧草の根の発育と株の定着を図るため燐酸を主体とする 図Ⅰ－３

単播草地では基本的に窒素は不要だが、根粒菌が根に着生して窒素を供給できるようにな

るまでの間のつなぎとして、以下の基準にしたがって造成時には窒素を少し施用する。こ

れにより窒素肥沃度の低い圃場では ～ の増収が見込める。30 40%

草地の造成にあたっては、アルファルファの特性を考慮し、以下の作業草地の造成作業：

工程で行う。

①耕起（土改材が多い場合は半量を耕起前に散布）

②堆肥・土改材の散布

③砕土、整地（堆肥と土改材の混和）

④鎮圧（表層の乾燥防止）

⑤播種、施肥（ムラのないよう均一に散布）

⑥鎮圧（覆土をかねて丁寧に）

これらの作業工程は、用いる作業機、播種方法等により若干異なる。

草地造成時における最大の雑草対策：

課題は雑草対策である。アルファルフ

ァは初期生育が遅く、日陰に弱いので、

雑草に被圧されやすい。この問題を解

決する方法として、グリホサート系除

草剤の播種前処理が有効である。播種

床造成後に一定期間放置して雑草を生

育させ、播種 日前から播種当日にか10

けて除草剤を散布して雑草を枯死させ

る。とくに、アルファルファ単播草地

の造成においては、多様な雑草の発生

を待って除草剤を散布した後、葉面の

液剤が乾きしだい速やかに播種する除草剤処理同日播種が推奨される（Ⅱ－Ｑ４ 。）

単播栽培では造成時のアルファルファの出芽数が少ないと、その後の出芽数と雑草割合：

雑草侵入が多くなる（図Ⅰ－２ 。雑草の少ない草地とするための出芽・定着数は、播種）

直後で１ 当たり ～ 本、播種当年の秋では 本前後が目安となる。m 500 600 3002
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早春は、比較的作業時間に余裕があるが、除草剤処理の効果が低い。こ同伴作物の利用：

のような場合、大麦やエン麦などの飼料用麦を同伴作物として混播し、これらに春雑草の

生育を抑えさせ、２番草以降は、アルファルファだけの草地にする方法もある。この方法

で播種するエン麦は、極早生～早生品種で、播種量は、 ～ とする。１番草への1 2kg/10a

雑草混入は除草剤処理に比べ多くなるが、２番草以降は雑草の少ない単一草地となる。ま

た、傾斜地でのエロージョン対策としても同伴作物の利用は有効である。

２）維持・管理

アルファルファの植生を利用目的に応じて安定的に維持するためには、刈取り時期に加

、 。 、 、えて施肥時期 雑草対策が重要になる また ９月下旬～ 月中旬の危険帯の刈取りは10

越冬性を低下させるので避けることが重要である。

造成１年目は、２年目以降の生産力を確保するために株数を確保すると造成年の刈取り：

ともに株を充実させる時期に相当する。１回目の刈取りはできるだけ 日程度の生育日80

数を確保する。雑草対策を兼ねた 日以内の掃除刈りはアルファルファのスタンドを確60

保する上で悪影響があるので避ける。

、 。 、維持年の刈取り：単播草地では 栄養価重視と永続性重視の刈取り管理がある 前者では

蛋白質含量の高いアルファルファを収穫するため着蕾期から開花始めに刈取る。維持年限

、 （ ）。は短縮するが 高泌乳牛に対応した栄養価の高い飼料を生産することができる Ⅱ－Ｑ９

、 、 、後者の永続性重視では 株の充実を図ることに重点を置き 刈取り間隔を充分に長くとり

利用２年目の刈取り回数を年２回とし、各々開花期に刈取ることでアルファルファの負荷

を軽減する（Ⅱ－Ｑ１０ 。ただし、収穫されるアルファルファの飼料価値は着蕾期刈り）

に比べ低下する。

アルファルファ主体の混播草地では、混播相手のイネ科草種に合わせて刈取り、施肥管

理を変えることが重要である。チモシーとの混播では、アルファルファに比べ競合力の弱

いチモシーの生育を重視した管理、オーチャードグラスとの混播では、競合力の弱いアル

ファルファの生育を重視した管理が重要になる（Ⅱ－Ｑ７ 。）

アルファルファの栽培では初期生育の確保（株数の確保と根の充実）が重要施肥管理：

である、そのためには適切な施肥管理に心がける必要があり、土壌分析を実施し、北海道

施肥基準に準じて地域や土壌ごとに決める（Ⅱ－Ｑ８ 。施肥時期は、融雪または刈取り）

後に速やかに行うことが望ましいが、圃場が過湿状態での作業は車輪踏圧により株を痛め

やすいので避ける。また、アルファルファの生育状態を良く観察し、ホウ素をはじめとす

る微量要素のチェックも重要である。

アルファルファは石灰を多量に吸収し、その量はイネ科牧草の ～ 倍に達石灰の補給： 4 5

する。したがって、少なくとも２年に１回は石灰を追肥する。とくに窒素肥料を施用する

、 、混播草地は酸性化しやすいので を保ち安定的にアルファルファを維持するためにはpH



よるダメージの少ない秋期とし、 当たり ～ を目安とする。10a 40 60kg

アルファルファは、造成時の雑草対策が成功しても、経年化とともに株数除草剤散布：

が減少し、裸地化にともなって雑草が侵入してくる。近年、強害雑草のギシギシに有効な

チフェンスルフロンメチル剤（ハーモニー 水和剤）が開発されているので、使用基75DF
準にしたがって散布することで雑草混入の少ないアルファルファ草地が維持できる（Ⅱ－

Ｑ１１ 。）

アルファルファは、もともと比較的乾燥した地域を原産地としているため、わが病害：

、 、 、国のように多湿な条件で栽培すると 萎ちょう病 そばかす病などの葉枯性病害をはじめ

様々な病気が発生しやすい（Ⅱ－Ｑ１２ 。病害の被害を少なくするためには、品種の選）

択に注意することと、アルファルファを健全に育て、病気に対する抵抗力を高めることが

。 、 、 。大切である また 刈り遅れは多くの病害の被害を大きくするので 適期刈りを心がける

寒冷地でのアルファルファ栽培では、越冬が大きな問題となる。越冬中にアル冬枯れ：

ファルファの株が衰弱・枯死する「冬枯れ」には、低温や土壌凍結による凍害と積雪下で

発生する病害によるものが含まれる。積雪や土壌凍結、春季の融雪後のアルファルファの

状態をよく観察し、どちらの被害をより大きく受けているかを判断することが重要である

（Ⅱ－Ｑ１３ 。）

なお、冬枯れについては、利用年数、土壌条件、刈取り回数等を点数化して危険度を予

測する方法が米国で開発されている（Ⅲ－３ 。寒地でのアルファルファの永続性に大き）

く影響する冬枯れについて、要因の寄与度合を定量的に表しており、維持管理の参考とな

る。

３．アルファルファサイレージの調製・貯蔵

１）収穫・調製

アルファルファは、生育ステ刈取り時期：

ージが進むに従って草丈が伸長し収量が多

くなるが、栄養価は低下する（図Ⅰ－３ 。）

したがって、利用仕向けを考慮しながら刈

取り時期を決定する。

含量と収量性を考慮しながら高品質なCP
アルファルファを収穫するためには草丈

前後が刈取り時期の目安となる（Ⅱ－80cm
Ｑ９ 。さらに生育が進むと乾物収量は増）

加するが、刈遅れは倒伏による蒸れや茎が粗剛化して嗜好性が低下する他、収穫時の機械

作業による再生芽の損傷などで収量低下につながる。

図Ⅰ－３　草丈と乾物収量および粗蛋白質の関係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北農研、1999）
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造成時の酸度矯正のみでは不十分で連年施用が有効である。また施用時期は機械走行に
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アルファルファは やミネラルの豊富な葉部と繊維含量の多い茎部で構成さ調製方法： CP

れる。葉部は、生育ステージの進行にともなう消化率の低下は少ないが、茎部では着蕾後

期を過ぎると急速に消化率が低下する。サ

イレージの栄養価を落とさないためには葉

部ロスを少なくすることが大切である。し

かし、アルファルファの乾燥を促進するた

めテッダで転草すると、水分が低下するに

したがって、物理的衝撃で葉部が粉砕され

たり、高速回転するタインが、絡まった茎

から葉をむしり取るように作用して葉部割

合が小さくなる（図Ⅰ－４ 。したがって、）

わが国の気象条件では栄養価の高いアルフ

ァルファを収穫するためには、サイレージ

利用が合理的である。したがって、単播草

地やアルファルファ主体草地の収穫では、

アルファルファの特徴を踏まえた収穫作業

が求められる。

アルファルファの収穫も一般牧草と同様に、フォレージハーベスタを軸とし収穫方式：

たバンカーサイロやスタックサイロに貯蔵する細切体系とロールベーラで梱包後にストレ

ッチフイルムで密封する梱包体系に大別される。

通常、刈り倒し列のままで半日ほど予乾してからフォレージハーベスタで吹＜細切体系＞

き上げられるが、調製時の水分が 以上では排汁が出て栄養損失が多くなるとともに70%

。 、 、発酵品質が低下する ちなみに細切体系でバンカーサイロへ詰める場合は 排汁が少なく

踏圧効果の高い ～ ％が適水分となる。65 70

ワゴン一体型や自走式のフォレージハーベスタによる細切方式は、作業能率が高く、省

力的で、共同作業やコントラクタで広く採用されている。

写真Ⅰ－１ 自走式フォレージハーベスタの吹き上げ作業とバンカーサイロ詰め

アルファルファは、可溶性炭水化物が少なく、水分が高すぎると良好な発＜梱包体系＞

酵が期待できない。反対に転草等で乾燥し過ぎると脱葉損失が多くなるので、梱包体系で
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は水分 ～ ％でサイレージ調製することが重要である。50 60

新たな試みとして、アルファルファをテッダで転草せず、フォレージマットメーカと称

する作業機で摩砕（捻り潰す）し、マット状にして乾かす収穫方式が開発されている。こ

の体系では、圃場予乾過程で脱落し易い葉部に衝撃を与える回数が少なくなるので、葉部

損失の少ない高品質なサイレージ調製が期待できる（Ⅱ－Ｑ２０ 。）

写真Ⅰ－２ ロールベーラの梱包作業とラップサイロによる貯蔵

２）サイレージの発酵品質

アルファルファは発酵に原料草としての特徴：

使われる水溶性糖類が少なく､また、緩衝能が

高いので が下がりにくいのが特徴である｡pH

したがって、イネ科牧草に比べると乳酸発酵

しにくく、水分含量が高いほど揮発性塩基態

窒素（ ）の割合が増える。全窒素に占めVBN

る の割合でサイレージ品質を評価する場VBN

合、 前後が「並」ランクで、数値が小さく10

なるほど「上」ランクである（図Ⅰ－５ 。）

アルファルファの収穫過程で、良質なサイレージ発酵が期待できる水分ま添加物の利用：

で圃場予乾できない場合は、添加剤の利用が効果的であるが、添加剤は種類が多く、アル

ファルファに有効なものと効果の低いものがあり、注意が必要である（Ⅱ－Ｑ１９）｡

４．アルファルファの栄養価と給与効果

１）サイレージの飼料特性

アルファルファの 含量は、通常のイネ科牧草やトウモロコシの約２倍となる栄養価： CP

（表Ⅰ－４ 。泌乳牛は、 ％前後の飼料を必要とするが、アルファルファを給与した） CP16

場合、イネ科牧草に比べると高価格の蛋白質飼料の補給量が少なくて済む。また、カルシ
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、ウムはイネ科牧草の約２倍

、カリウムも ％前後と高く3

粗灰分含量は乾物中 ％10

前後を占めている。アルフ

ァルファは、ミネラルの供

給源となるばかりでなく、

の低下を抑える緩衝能がpH

高いためにルーメン発酵の

安定性にも寄与できる。

アルファルファはイネ科牧草に比べると、総繊維にほぼ等しい中性デタージェント繊維

（ )含量が少なく（表Ⅰ－４ 、ルーメンでの分解・通過速度も速いため、消化管内でNDF ）

の物理的充満度による採食量制限は受けにくく、イネ科牧草より粗繊維の消化率が低くて

も多く採食することができる（Ⅱ－Ｑ２１ 。つまり、イネ科牧草では粗飼料給与割合を）

高めると、採食量が大きく減少するので、乳量を高く保つのに適した粗飼料割合の範囲が

狭い。これに対してアルファルファでは、粗飼料割合を高めても、採食量が維持されるの

で、粗飼料給与の許容範囲が広く、ルーメン発酵が安定し、乳成分の極端な変動なしに乳

量を高く維持することができる。

わが国でも良質なアルファルファ輸入乾草に匹敵するアルファルファサイ品質評価法：

レージを調製することが可能である。米国では流通するアルファルファ乾草の品質評価に

相対飼料価（ ）が用いられており、アルファルファサイレージにおいても で同RFV RFV

様に品質を評価できる。 は酸性デタージェント繊維( )から推定した乾物消化率RFV ADF

と から推定した可能乾物摂取量を考慮した牧草品質の相対的な評価指標である。アNDF

ルファルファの完全開花期の成分を 、 とし、この時の を としADF41% NDF53% RFV 100

ている（Ⅲ－５ 。）

アルファルファであれば、どのような品質でも泌乳牛に適している飼料品質と給与対象：

わけではなく、乳牛の成育ステージや泌乳ステージに応じて要求されるアルファルファの

品質は異なる。品質と対象牛との関係の目安は表Ⅰ－５となる。泌乳前期牛と１～３カ月

齢子牛には 以上の最高品質のものを収穫・給与すべきである。RFV 140

乾草とサイレージでは、脱葉等がなければ調製段階で成分含量に大きな乾草との違い：

違いは生じないが、ルーメン内での蛋白質の分解に大きな違いが見られる。乾草では可消

化蛋白質の ％程度がルーメン内で分解されるのに対し、サイレージでは ％近くにな70 80



。 、 、 。る アルファルファは 低エネルギー飼料なので ルーメン内微生物の増殖が制限される

ルーメン内で微生物体蛋白質に再合成されなかった蛋白質は、尿へ排出され無駄になる。

つまり、アルファルファサイレージは、乾草に比べ無駄になりやすい蛋白質が多く、サイ

レージ給与にあたっては、このことを考慮した併給飼料の組み合わせが必要である （Ⅱ。

－Ｑ２４ 。）

２）泌乳牛へのアルファルファサイレージ給与

泌乳牛は分娩後６週前後で最高乳量に達するが、採食量乳生産と栄養摂取のタイムラグ：

が最高に達するまでには ～ カ月を必要とする（図Ⅰ－６ 。そのため分娩後暫くは栄2 3 ）

養摂取が乳生産に追いつかず、分

娩までに蓄積された栄養素を取り

崩して乳生産を維持することにな

る。十分に飼料を食い込めない場

合は、生体内における物質の化学

的変化(合成と分解)が円滑に進ま

なくなり、乳生産が低下すると同

時にケトーシスや脂肪肝などの代

謝病あるいは消化器障害を併発す

ることにもなる。これを防止する

ためには、十分食い込める飼料を

与える必要があり、粗飼料の種類と品質が重要となる。つまり、低品質粗飼料では、乳生

産に必要なエネルギーを補おうとして、どうしても無理に濃厚飼料を多く与えることにな

り、ルーメン発酵が異常になってやはり代謝障害が引き起こされる。良質粗飼料を十分に

与えることができれば、粗飼料の採食量が増加し、相対的に濃厚飼料割合が低くなり、ル

ーメン発酵も安定し、高泌乳牛群の健康の維持が容易である。

アルファルファは、消化管通過速度が速くて採食量が多いので、アルファルファの活用：

分娩後の飼料摂取量を増加させる粗飼料として適している。とくに、エネルギー濃度の高

いコーンサイレージと組み合わせた混合飼料（ ）は、泌乳前期の栄養管理に活用すTMR
るのに有効である。濃厚飼料と粗飼料の乾物比が ： の場合、粗飼料給与割合を ％か1 1 45
ら ％まで増加しても、乾物摂取量や乳量はほとんど減少しない（Ⅱ－Ｑ２３ 。60 ）

分娩前後の栄養管理のポイントは、代謝病の危険性を防いで高泌乳を達成するために、

分娩後の乾物摂取量を早期に増加させることである。その対策は分娩前からルーメン環境

・機能を整えるため、分娩後の濃厚飼料主体飼料に馴致させることから始まる。分娩予定

日の３週間前から、濃厚飼料の給与比率を３割程度まで高め、粗飼料も分娩後の給与粗飼

料とほぼ同じものを使って、ルーメン絨毛の発達を促進するのが望ましい。ただし、分娩

前にアルファルファを多給すると乳熱発生の危険性が高まるので注意が必要である（Ⅱ－

Ｑ２５ 。）

貯蔵方式や給与方式によってもアルファルファの活用の仕方が異なる。給与体系：

0　　　5　　 10　　15　　20　　25　　30　　35　　40
0

10

20

30

40

50

泌乳期（週）

泌乳パターン

乾物摂取量

泌乳ピーク

採食ピーク

タイムラグ

図Ⅰ－６　　泌乳パターンと摂取量
　　　　　　　　　（乳量10,000kg/乳期）
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細切体系で固定サイロへ貯蔵される経営に多い給与方式である。牛が要求＜ 方式＞TMR

する飼料全てが適正に配合されているので、泌乳前期の高泌乳牛に必要な高品質粗飼料を

十分採食させることができ、ルーメン発酵の制御が容易となる。選択採食される心配が少

ないので、繊維含量の高いステージでの収穫も可能となる。アルファルファ給与で乳量ア

ップを図る飼養管理を目指す経営には最適である。

しかし、現時点では、アルファルファの作付け面積が少ないため１本の固定サイロには

イネ科牧草と混在する場合が多く、アルファルファの利点を生かした給与が難しい側面も

ある。サイロ内の原料草の位置や水分等を記録して給与時の飼料計算に生かす他、栽培面

積に見合ったサイロを設置するなどの工夫が望まれる。

ロールベール等の梱包個体で収穫する経営に多い給与方式で、牛の能＜分離給与方式＞

力に応じたきめ細かい管理が容易である。施設への投資が少なくて済む反面、選択採食さ

、 。れてルーメン発酵の制御が困難になり 各飼料中の栄養分が効率的に利用されにくくなる

サイレージの品質がその摂取量に大きく影響するので、栄養価が高く嗜好性の良いアルフ

ァルファサイレージの調製を心掛ける。

いずれの、給与体系においても、アルファルファサイレージの利用目的は粗飼料からの

蛋白質の増給にある。貴重な自給粗飼料を有効に活用する視点から、単なる増給に止まら

ず、これに適した併給飼料を選択して、効率的なルーメン発酵を図らねばならない。

５．アルファルファの導入実態と将来展望

１）アルファルファ栽培の動向

北海道の牧草生産において

アルファルファの占める作付

け面積割合は ％で、牧草1.7

地全体でみるとマイナーな草

種であり、しかもその比重は

年代後半から低下傾向に1990

ある（図Ⅰ－７ 。）

しかもそのほとんどは混播

栽培で地域によるばらつきも

大きく、例えば、畑作地帯の

網走地域はアルファルファの

作付率が高く、牧草地のなか

で一定の地位を確保している

し、十勝地域においては、地

元農協の積極的な取り組みでここ数年アルファルファ作付けは増加傾向にある。

帯広川西農協管内の酪農家を対象に実施した調査結果によれば、現在アルファルファ草

地を有する農家は約 、残りの半数が過去にアルファルファを栽培した経験があり、50%

アルファルファに関する知識は豊富と推定される。
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２）アルファルファに対する酪農家の意識

同じく帯広川西農協管内の農家がアルファルファに期待する点は「飼料品質向上」で、

「乳量増加 「嗜好性がよい」が続くが、他方 「乳質改善」や「単収増加」については」 、

あまり期待されていない。

一方、アルファルファの問題点としては 「永続しない 「圃場条件が難しい 「栽培管、 」 」

理が難しい 「定着が難しい」と認識されている。」

このように全ての酪農家でアルファルファの評価は高く、栽培管理上の具体的な問題の

指摘が認められる事から、こうした技術的課題が克服されればアルファルファの普及が進

むと考えられる。

また、根釧地域でアルファルファを導入している酪農家の実態調査によれば、アルファ

ルファの導入目的としては帯広地区と同様に「飼料成分向上」や「マメ科の永続性」が大

きいが、その後確認された効果は必ずしも十分ではない（図Ⅰ－８ 。他方 「乳量増加」） 、

では導入時の目的を上回る効果をあげている。主としてアルファルファの作付比率の小さ

い農家から導入効果が確認できない「効果不明」とする回答が多かったことから、栽培技

術の習得と利用のための研究会活動や情報伝達などを進めながらアルファルファの導入と

定着、面積の拡大に取り組むことで、経営メリットを増加させることができると考えられ

る。

３）アルファルファ導入の得失

酪農経営におけるアルファルファの導入は、経営面積が限られるなかでは、チモシーな

ど既存草種のアルファルファへの転換を意味する。したがって、アルファルファが酪農家

に導入されるためには既存草種を上回るメリットがなければならない。

アルファルファのメリットは既に多くの酪農家が認識しているし、併せてその栽培リス

クも知られている。品質の高いアルファルファは高泌乳牛に給与する粗飼料として最適で

ある。それは乾物摂取量の増加に媒介された泌乳量の増加と濃厚飼料給与量の削減が同時

に実現されるからである。例えば、一定の条件下でアルファルファ(単播)がトウモロコシ

3 36サイレージと併給されれば 牛乳生産量は ％増加し 乳飼比 購入飼料費÷乳代 は、 、 （ ）

％低下するため、その結果農業所得は ％増加すると試算されている（Ⅱ－Ｑ２７ 。5 ）
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他方、十勝や根釧地域のような土壌凍結地帯では慣行品種アルファルファの越冬性が低

く、それは利用年限の短さや単収の低さとして現れる。アルファルファの混播利用は品質

の低下と引き替えにこうしたデメリットの緩和を目的としている。このようなアルファル

ファの特性(低単収と高品質、単播あるいは混播)が既存草種と総合的に比較され、前者が

上回ればアルファルファが導入されることになる（Ⅱ－Ｑ２６ 。）

本書で紹介している新品種をはじめとする近年の技術開発は低単収の改善と高品質のさ

らなる向上をもたらし、アルファルファの導入可能性を高めるものである。しかし、その

現れ方は個々の酪農家により大きく異なることから、経営面積や個体乳量、土壌特性など

それぞれの経営条件に応じてアルファルファ導入の是非が判断されなければならない。

４）アルファルファ定着の展望

前述の調査によると、現段階でアルファルファを導入している多くの酪農家において、

アルファルファの作付け規模が小さく給与量が少ないこと、イネ科主体の混播草地である

ことから、その導入が経営全体の収益性を左右する水準に達していないと考えられる。ま

た、濃厚飼料に依存し自給飼料に必ずしも高栄養を要求しない既存の体系では、アルファ

ルファを導入するとなると難しい面もあろうと考えられる。

しかし、アルファルファ新品種の育成や栽培、収穫調製に関する個々の技術は、近年、

急速な進歩がみられる。さらに、食の安全性に関する消費者の意識の高まりのなかで、家

畜へのストレスが少なく、自給粗飼料をベースとした安全性の高い生産物は大きな付加価

値を生む可能性がある。アルファルファも給与場面では飼料の一構成要素であり、飼養頭

数の増加にともないその生産に割ける労力に限度があるとすれば、播種から給与までの全

体の流れを見通して、人員あるいは施設、機械に見合った利用法を事前に検討し、経営的

にプラスになることを確認しておく必要がある。その場合、アルファルファ給与がもたら

す乳量増加効果のみならず、家畜疾病の減少がもたらす経産牛の長命化や家畜ふん尿の有

効利用が経営に及ぼす影響も正当に評価する必要がある。

自給飼料生産における機械の共同利用や共同作業による生産の効率化のみならず、今後

重要な役割を持つと考えられるコントラクタの作業体系に合わせたアルファルファの大規

模栽培・利用技術の開発が進めば、アルファルファの導入・定着は大きく前進する（Ⅱ－

Ｑ２８ 。）



Ⅱ 各論編
アルファルファ草地の造成１．

Ｑ１．ヒサワカバ、マキワカバの特性は？

アルファルファ新品種「マキワカバ」と「ヒサワカバ」は （旧）農林水産省北海道農、

1994業試験場 現在の独立行政法人農業技術研究機構北海道農業研究センターで育成され、 、

年に農林登録、同年北海道の奨励品種に採用されました。

品種の特性

両品種は、国内育成品種では初の、バーティシリウム萎凋病に抵抗性を持つ品種です。

また、海外で育成された品種に比較して多収で、そばかす病、いぼ斑点病等の葉枯れ性病

害に強く、耐倒伏性にも優れています。

年から 年まで北海道の５地点（札幌、浜頓別、新得、訓子府、中標津）で行1990 1992

われた試験での収量調査の結果から 「マキワカバ」は比較的積雪の多い地帯に 「ヒサ、 、

ワカバ」は少ない地帯に適するものと考えられます（図Ⅱ－１ 。栽培地の条件により、）

両品種を上手に使い分けることで、より収量を増加させることが可能です。

普及状況

年より利用が始まり、現在では北海道の代表的品種として両品種合わせて全体の1997

半分以上のシェアを占めるようになっています。
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Ｑ２．コート種子はどのようなものですか？

マメ科牧草は根粒から窒素を供給するので、アルファルファには根粒菌が必要です。ア

ルファルファが定着し、大きく育って生産に結びつくためにはアルファルファ専用の根粒

菌の着生が重要なポイントです。

コート種子の仕組み

コート種子とは、作物の出芽や幼苗の定着

を図るため、根粒菌とともに種子の回りに土

壌改良資材、肥料などをコーティングしたも

のです（図Ⅱ－２ 。吸水性がよいので、発）

芽が早くなります。

コート種子の効果

アルファルファコート種子は播種初年目からほとんどの株に根粒菌が着生します。種子

の回りに石灰等とともに根粒菌が付着しているので、従来の裸種子に根粒菌をまぶして播

種する方法（無処理）に比べ、発芽とその後の生育が良好です。コート種子は重量が無処

1.5 2/3 10理の裸種子の 倍あるため同じ播種重量では播種粒数が になりますが、出芽率が

％前後高くなることから多くのスタンド（定着個体）を確保でき、 ％程度の乾物収量20

の増加が期待できます（表Ⅱ－１ 。）

根粒菌は、乾燥や熱に弱い他、酸性の強い土壌では、菌の発育が規制されます。留意点：

なお、種子の保存にあたっては、直射日光及び過湿な場所を避けます。

15
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Ｑ３．堆肥を有効利用したいのですが？

アルファルファの栽培は、肥沃な

土壌の方が定着し易く、造成が容易

となります。堆肥はいろいろな有機

質、無機質の成分を豊富に含み、土

壌微生物の活動を活発にし、土壌を

生き返らせます。また、堆肥に含ま

れる有機物はアルファルファに着生

する根粒菌のエネルギー源となって

菌を増殖させ、益々アルファルファ

の生育にプラスとなります。

堆肥施用の効果

堆肥は、いくら良いからといって

造成時一度に大量に投入することは

控えます。環境に配慮するとともに

マメ科牧草の生育が抑制されないた

めに、１年に散布できる量は が5t/10a

限界です。堆肥無施用に比べて、収量が約 増え、購入肥料代が半分以下に節約でき10%

ます（図Ⅱ－３ 。出来れば堆）

肥を利用したサイレージ用ト

ウモロコシの栽培を２、３年

続けて土壌に十分堆肥を投入

した後にアルファルファを播

種するのが、アルファルファ

に対する最も有効な堆肥の利

用法といえます。

施用時期

造成時は、プラウで耕起した後に

散布し、整地を兼ねて土改材と表層

に混和します。また、造成３年目か

ら、維持段階でも化成肥料の代替と

して利用でき、その分の購入肥料を

減らすことができます（表Ⅱ－２ 。）

この場合、過剰になりやすいカリが

施肥基準を超えない範囲で堆肥の散

布量を決めます。

写真Ⅱ－１ 堆肥の散布作業
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Ｑ４．造成時の雑草対策は？

雑草対策の基本は、まず雑草の埋土種子が少ない圃場を選ぶことです。そのため、トウ

モロコシなどの飼料作物を何年か作り、埋土雑草を少なくすることが大切です。

除草剤処理同日播種

単播草地を造成する場合、播種床を整備し

た後、そのままで放置して雑草を先に発芽さ

せ、これに除草剤をかけてから播種する除草

剤処理同日播種法（除草剤の播種前処理）が

有効です（図Ⅱ－４ 。この方法により、ア）

ルファルファ播種後の雑草発生量を従来の播

種方法の半分以下に減らすことができます 図（

Ⅱ－５ 。）

、播種床放置期間中に地表面がクラスト化し

出芽定着が悪くなる事があります。このよう

な場合、スプリングタイン式の畑作用除草機

や表層破砕装置（写真Ⅱ－２）で、播種床表

面を深さ 程度で筋状に破砕（表層破砕）1cm

してから播種することにより出芽・定着率が

高まります。

写真Ⅱ－２ グラスシーダの前面に取り付けた

表層破砕装置（北農研、2000）

造成時の除草剤散布ムラや播種ムラは雑草の侵入を招きやすくなります。土壌留意点：

条件や播種時期に応じて適正播種量を確保するとともに、造成作業においては、ブームス

、 。プレーヤの先端の重なり具合や種子の落下状況を確認しながら 丁寧な作業を心がけます

図Ⅱ－４　除草剤処理同日播種法の作業工程

播種床の放置

堆肥・土改材の

耕　　起

散布

砕土・整地・鎮圧

除草剤散布

播　種

覆土・鎮圧・施肥

完　成

・・前年秋

・・前年秋から早春

・・５月上旬頃

・・約40日間
この間に雑草を出させる

・・除草剤散布当日～10日

・・鎮圧は丁寧に行う

・・ｸﾞﾘﾎｻー ﾄ系除草剤

（コート種子2～2.5kg/10a）



18

Ｑ５．アルファルファの播種限界は？

アルファルファは強い

霜が降り、生育の止まる６

週間前までに播種する必要

があります。

播種時期

播種時期は、土壌凍結が

厳しい地域を除き、８月一

杯が限界といえます。これ

以降で越冬できる場合もあ

りますが、貯蔵養分量が少

ないため萌芽後の生育が遅

くなり、雑草との競合に負

ける恐れがあるので９月以

降の播種は避けた方がよいでしょう。とくに単播草地では、冬期間の凍上による断根や浮

上根等の凍上害を防ぐ意味でも、越冬までの期間を十分に採る必要があります。８月中の

播種でも、播種翌年の生育を考えるとお盆前くらいまでに播種を終えることをお薦めしま

す。なお、土壌凍結が厳しい地域では、７月中に播種をしましょう（図Ⅱ－６ 。）

播種量

、 、 、単播の場合 播種量はコート種子で ～ が適当ですが 播種時期が遅い場合2 2.5kg/10a

播種量を増やし、越冬前の個体数を確保するようにします。

混播では、目標と

する混生割合にあわ

せて播種割合を変え

る必要があります

（Ⅱ－Ｑ６ 。ただ）

し、播種時期が遅く

なるほどアルファル

ファの越冬が難しく

なり、相対的にイネ

科牧草の割合が高く

なるので、この点を

考慮して播種量を決

定する必要がありま

す（図Ⅱ－７ 。）

７月　　　　　　　８月　　　　　　　９月
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図Ⅱ－６　播種機の違いが翌年の１番草の乾物収量に及ぼす影響　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（根釧農試　2001）
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図Ⅱ－７　播種期が異なる混播草地の播種翌年１番草の混生割合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（根釧農試　2001）

ﾁﾓｼ-他



19

Ｑ６．混播草地の草種組み合わせや播種量は？

混播草地の播種設計を立てる際に、まず、マメ科牧草を主体にするか、イネ科牧草を主

体にするのかを決めます。マメ科率の高い草地を作りたいなら、アルファルファの導入が

有効です。

アルファルファを主体とした組み合わせ

気象条件や土地条件によってアルファルファとイネ科牧草との競合関係に差があるた

め、地域によって組み合わせる草種や播種量が異なります。根釧など土壌凍結があり夏期

間の気象が冷涼な地域では初期生育の遅いチモシーとの混播が適当です。土壌凍結はある

が夏期間の気象が良好な網走、十勝の内陸では単播またはチモシーとの混播が考えられ、

土壌凍結のない、天北の内陸、道央、道南などでは単播または耐冬性は低いが収量の多い

オーチャードグラスとの混播が考えられます。表Ⅱ－３にアルファルファ率 ％以上の50

。 、草地を作るための各地域別の混播組み合わせと播種設計例を示しました 道央については

地域によって適正なイネ科草種も異なるためオーチャードグラス、チモシーそれぞれの場

合を示しています。

イネ科牧草を主体とした組み合わせ

イネ科主体の混播草地で、マメ科率は低くても維持年限が長く一定の割合を維持したい

場合は、これまでの[イネ科牧草＋アカクローバ]のアカクローバを、アルファルファ

程度と置き換えます。いずれにしても、播種量の割合は上の表を基本に、各地0.5kg/10a

におけるイネ科牧草とマメ科牧草の競合関係を勘案して決めてください （Ⅱ－Ｑ７ 。。 ）

オーチャードグラス、チモシーともに越冬前の生育量が小さいと越冬性が低く留意点：

なるので、８月中に播種するのが望ましいといえます。
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２．アルファルファ草地の維持・管理

Ｑ７．混播と単播の基本的な刈取り管理の考え方は？

単播と混播では維持管理法が異なります。単播草地ではアルファルファの栄養価や越冬

性を中心に考えれば良いのに対し、混播では、競合関係で弱い草種に合わせた管理を行う

ことがアルファルファ率を維持するうえで重要となります。単播草地については後述する

ので、ここでは、主に混播草地についての考え方を示します。

混播草地の維持管理

表Ⅱ－４にアルファルファ主体混播草地の基本的な刈取りスケジュールと窒素施用法を

示しました。生育の旺盛なオーチャードグラスとの混播の場合はアルファルファの生育に

合わせた管理、再生が遅いチモシーとの混播ではチモシーの生育に合わせた管理を心がけ

ましょう。いずれも、９月下旬～ 月上旬の 利用を避けることが原則10 刈取り危険帯 の注）

です。

とはアルファルファは秋の短日、低温（日平均気温約 ℃）になると刈取り危険帯 15

越冬するため必要な貯蔵養分を根にため込む時期を指す。この時期の刈取りは、越冬

体制への移行を停止させ、冬枯れや翌春の収量低下につながる。刈取り危険帯は地域

によって多少異なるが、 月下旬～ 月上旬頃である。9 10
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Ｑ８．アルファルファ率に応じた施肥管理法は？

アルファルファに対する窒素供給は根粒菌に任せることを第一とするのが良いでしょ

う。根粒菌に十分働いてもらうには窒素肥料を「ゼロ」とすることが最良です。

施肥の考え方

アルファルファ単播草地はリン酸とカリの施肥だけで大丈夫です。 しかし、混播の場

合はイネ科牧草に対する窒素肥料が必要になってきますので、イネ科牧草の割合に応じて

窒素肥料を増やしていきます。

施肥基準

北海道施肥基準では、アルファルファとイネ科牧草の混播草地をアルファルファ割合に

より３つに区分し、それぞれの施肥量を定めています。地域、イネ科草種、土壌によって

も若干施肥量は異なるので、表Ⅱ－５を参考にして施肥設計を行ってください。

なお、アルファルファ率は１番草の生草収量での割合を想定したものです。アルファル

ファ率（重量比）は見た目よりやや少なくなるので、その割合を自分の目に覚えさせてお

く事が必要となってきます（写真Ⅱ－３ 。日ごろから草地をよく見回り、効率のよい肥）

料散布を心がけます。

アルファルファ率20％　　　　　　　　　　　　　　　アルファルファ率55％　　　　　　　　　　　 　　アルファルファ率80％

写真Ⅱ－３ アルファルファ率の異なる混播草地

表Ⅱ－５　　アルファルファとチモシー混播草地の北海道施肥基準（

　地　帯　　 　ｱﾙﾌｧﾙ ﾌｧ率　　　　　　　　　　　　火山性土壌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他の土壌

区　　分 N P2O 5 K2O N P2O 5 K2O

1 0 10 22

道南・道央 2 　　8 (4) 10 22　

3    10 (8) 10 22

0 8 20

　8 (4) 8 20

   10 (8) 8 20

1 0 8 15 0 8 15

道　北 2     6 (0) 8 15     6 (0) 8 15

3   10 (6) 8 15   10 (6) 8 15

1 0 10 22 0 8～10 18

道　東 2     6 (4) 10 22     6 (4) 8～11 18

3     8 (8) 10 22     8 (8) 8～12 18

注1)　アルファルファ率区分は、1：7％以上、2：40～70％、3：20～40％

　 　 ) ( 　) 内はオーチャードグラスとの混播草地、N 、P は同じ
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Ｑ９．単播草地で高飼料価値を維持するには？

アルファルファの魅力は、高飼料価にあります。飼料価値の高いアルファルファを収穫

するためには、雑草の侵入を抑制することと、適期に収穫することが大切です。

高栄養収穫の目安

高栄養なアルファルファとして、粗蛋白質

（ ） 以上のものを目指すとします。アCP 20%

ルファルファの は、草丈の伸長にともなCP

い低くなります（図Ⅱ－８ 。草丈が 以） 80cm

上になると 以上のものを収穫するのはCP20%

難しくなります。そこで、単播草地で飼料価

、値の高いアルファルファを収穫するためには

アルファルファの草丈が 位を目安に刈80cm

取ります。この場合、１番草を着蕾期に刈取

り、以後 ～ 日間隔で危険帯（９月下旬40 45

～ 月上旬）前までに３回刈取りします。10

積雪の多い地帯や秋の生育がいい場合は４回

刈りとします。この刈取りスケジュールで収穫した場合、年間 ㎏ 以上の乾物収量800 /10a

を２年目から３年間は安定して得ることができます （表Ⅱ－６ 。。 ）

早刈り単播草地における草地管理

雑草の侵入を防ぐには、造成年のアルファルファの株密度を確保することがポイントで

す。造成年秋の株密度が１平方メートル当たり約 ～ 株程度であれば早刈りを続け300 350

ても雑草の侵入も少なく、高密度のアルファルファ草地を維持できます。造成年にアルフ

ァルファの株密度が低くなってしまった場合は２年目以降ギシギシ類などの雑草侵入が早

まります。その場合は、アシュラム剤（アージラン液剤）やチフェンスルフロンメチル剤

（ハーモニー 水和剤）で防除し、収量・品質の維持を図ります（Ｑ－１１ 。75DF ）

高品質化を志向して刈取り回数が多くなると冬枯れの危険性が高くなり、維持留意点：

年数が短くなる可能性があるので、冬期間の寒さを考慮して刈取り回数を決めます。

表Ⅱ－６　アルファルファ単播草地における年間収量の推移
（北農研、2002）

　　　　　 札　幌 　　　　 十　勝

造成後年数 全乾物収量 雑草率 全乾物収量 雑草率

(kg/10a) (%) (kg/10a) (%)

初年目 8 3 26

２年目 4 2 5

３年目 1 2 2

４年目 5 4 6

　　注．　札幌ではマキワカバ、十勝ではヒサワカバを供試
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Ｑ１０．永続性を重視した単播草地の刈取り管理は？

単播草地でアルファルファの永続性を維持するには、造成後年数に応じた刈取り管理と

秋の刈取り危険帯（９月下旬～１０月上旬）での収穫を避けることがポイントとなります

（図Ⅱ－９ 。）

造成後年数に応じた刈取り管理

造成後のアルファルファの株

数は経年化とともに低下し、根

部重量は増加します。特に造成

、 、１ ２年目の株数低下は著しく、

スタンドを確立するために重要

な時期です。１年目は２年目以

降の生産力を確保するために株

数を確保し、２年目は永続性を

確保するためにアルファルファ

の株をより充実させる時期に当

てます。

株の充実を図るには、刈取り

60間隔を充分に長くとること（

～ 日）が大切です。１、２70
年目の刈取り管理がうまくいくと、３年目以降は株が充実し、永続性と飼料価値の双方を

目指した３回刈りが可能となります（表Ⅱ－７ 。）

最終刈取り

危険帯前後の最終刈取りの判断は慎重に行います。基本的には、刈取り回数が多い場合

や経年化した株は越冬時に障害を受ける可能性が高くなります。

土壌凍結地帯での最終刈取りは９月中旬までとし、刈り高さを 以上としたり、細15cm
長く刈取らない部分を残すなど、雪を捕捉して株を寒害から守ります。一方、積雪が多く

雪腐病が懸念される地域では、危険帯以降の最終番草の収穫は収量の増加とともに、雪腐

病の予防に結びつきます。

表Ⅱ－７　　春播き草地における造成後年数に応じた刈取り管理

利用年次 刈取回数

年目 ～2 約 日間

年目 約 日間

年目 ～3 番草は 日間隔、 番草は 日以上

注．刈取り危険帯 月下旬から 月上旬）の利用は避ける

刈取間隔 生育日数）

図Ⅱ－９　　最終刈取り時期が翌春１番草に及ぼす影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（天北農試、1981）
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Ｑ１１．除草剤の使い方は？

除草剤は使用方法を誤ると、薬害が発生します。散布時期や散布量は使用基準にしたが

って、最も効果の期待できる時期に必要最小限使用します。

耕起前の雑草対策

ギシギシやシバムギの多い地下茎型雑草優占草地を更新する場合は、耕起のみで前植生

を抑圧することが困難ですこのような草地では耕起前にグリホサート系除草剤で処理を.

行うことが必須となります。散布薬量は使用薬剤により異なるので、使用上の注意をよく

読んでから使用しましょう。

ｷ ｼ゙ｷ ｼ゙類対策

除草剤で耕起前処理や播種前処理をおこなっても、実生によるギシギシ類を完全に除く

ことはできません。ギシギシ類の発生が多い場合、春造成でアルファルファの株が充実し

てきた場合は、播種当年の秋に除草剤処理も可能です。ギシギシ類の株が小さい２年目の

春までに対策をとることが、植生維持のポイントとなります。ギシギシ類に効果のある薬

剤としてチフェンスルフロンメチル剤（ハーモニー 水和剤）とアシュラム剤（アー75DF

ジラン液剤）がありますが、アルファルファに対しても弱い薬害があり、濃度と散布時期

に注意が必要です。薬量が多くかつ高温期ほど生育は停滞します（表Ⅱ－８ 。）

ハーモニー 水和剤は、アカクローバに対して強い薬害があるので、混在す留意点： 75DF

る草地では使用を避ける他、てんさいに特異的に殺草効果があるので、畑作地帯ではドリ

フトやタンク内の残留に注意します。
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Ｑ１２．アルファルファに多い病害は？

アルファルファの主な病害

乾燥地が原産のアルファルファは、日本のように多湿な条件で育てると様々な病気にか

かりやすくなります。すべての病害について言えることですが、被害を小さくするには、

品種の選択に注意することと、アルファルファを健全に育て、病気に対する抵抗力を高め

ることが大切です。また、刈り遅れは多くの病気で被害を大きくするので特に注意する必

要があります。

↑アルファルファいぼ斑点病 ↑ アルファルファそばかす病

アルファルファモザイク病 ↑ アルファルファ葉腐病 ↑

写真Ⅱ－４ アルファルファの病害
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Ｑ１３ アルファルファの冬枯れの原因は？

寒さ、凍結による冬枯れ

積雪深が ～ より浅く土壌凍結深が 程度より深くなると、低温による株の30 40cm 40cm

凍害や土壌凍結による被害が大きくなります。被害には、株の凍結による枯死、土壌の凍

上による断根や抜根（写真Ⅱ－５ 、アイスシート（地表面の氷盤）による窒息などがあ）

ります。凍害軽減対策には、①ヒサワカバ等の耐寒性の

強い品種の使用、②刈取り危険帯（９月下旬～ 月上10

旬）での刈取りの回避③夏造成では遅播きにならないよ

う注意、④秋期のカリ肥料の施用、等が有効です。排水

不良は凍害を大きくさせるので、排水対策が重要です。

写真Ⅱ-5 凍上による被害積雪下で発生する病害による冬枯れ

積雪が深く、土壌凍結が浅い場合でも越冬中にアルファルファが枯れ、融雪後枯れた茎

葉が白茶色の布海苔状になることがあります。これは積雪下で発生する「雪腐病」が原因

です。アルファルファの雪腐病には下記のように病原菌の異なる２種類があり、どちらも

積雪が多く積雪期間が長いほど多く発生します。適期刈りで越冬前の残草を少なくするこ

と、排水の良いところに栽培すること、収量減少程度の小さい積雪地帯向け品種（マキワ

カバ等）を使用することにより、被害程度を少なくすることができます。

アルファルファ菌核病

株全体を枯死させます（写真Ⅱ－６ 。雪解け後、葉や茎）

が枯れた部分や地中浅いところに直径 程度の黒い粒が5mm

多数見つかります。株を枯死させるため、密度が低下しま

す。

写真Ⅱ-6 アルファルファ菌核病アルファルファ黒色小粒菌核病

地際～地表部が腐敗し、径 程度の小さな黒褐色の粒が付着します。株の枯死は少1mm

（ ） （ ）。ないですが春の萌芽の遅れ 写真Ⅱ－７ や 茎数の減少により減収します 図Ⅱ－１０

造成後２度目の越冬時から発生することが多く、経年化に伴い被害が大きくなります。

写真Ⅱ－７黒色小粒菌核病による生育遅延　　　　　 
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Ｑ１４．アルファルファは車輪踏圧に弱い？

アルファルファはトラクタ等の車輪で踏みつけられる（踏圧）と、株の根本の部分（ク

ラウン）がつぶれたり傷が付き、生育が阻害され収量低下につながります。この他、傷つ

いた部分からの病原菌の侵入により枯れることもあります。これらの結果、次第に株数が

減少し、裸地化した所に雑草が侵入して草地が荒廃してきます。

車輪踏圧の影響

造成後、初回刈取り後の再生を見てみる

と、車輪踏圧の程度が大きいほど再生力が

低下します（図Ⅱ－１１ 。造成年の小さ）

い個体では、車輪で踏みつけられると、ク

ラウンの ～ 下の部分で根がねじ曲げ2 5cm

られて傷が付き、生育が悪くなります。

また、刈取り後の日数が経過するほど再

生芽の踏圧損傷が大きく、収量が低下しま

すので、追肥作業等は、収穫後速やかに行

います（表Ⅱ－１０ 。 さらに、１番草）

の刈取り時期が遅くなるほど、踏圧による２番草以降の収量低下が大きくなります。刈遅

れは品質低下のみならず、収量の減少にもつながります。

踏圧軽減対策

まず、開花期以前の刈取りと、刈取り後の速やかな作業が大事です。次に、効率的な作

業で大型機械の圃場への乗り入れ回数を減らしたり、圃場内での旋回を行わないなどの注

。 、 。意が必要です さらに 重量の大きい作業機の車輪をダブルタイヤにすることも有効です
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Ｑ１５．裸地が増えたらどうしますか？

アルファルファ草地は、経年化して生産性が低下したり雑草の侵入が増大した場合は、

全面耕起して草地を更新します。しかし、冬枯れや湿害等により急激に株数が減少した単

播草地や、冬枯れや干ばつによりイネ科牧草が衰退した混播草地では、イネ科牧草の追播

による簡易更新により、乾物収量の減収程度を低め、草地の利用年限の延長を図ります。

草地更新の目安

高蛋白の粗飼料生産が目的となりますので、雑草の侵入による品質低下が問＜単播草地＞

題となります。雑草割合はアルファルファの株密度が経年的に低下するにつれて増加しま

すが、１ 当たり約 株以下になると雑草や裸地が目立ち始めます（写真 －８ 。雑m 402 Ⅱ ）

草の侵入程度は雑草の埋土種子量によって変わりますが、株密度が１ 当たり約 株m 402

以下になったら、そろそろ更新を考え始めた方が良いでしょう。

2 2 2約40本/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約20本/　　　　　　　　　　　　　　　　　　 約10本/m m m
写真Ⅱ－８ 株密度が低下したアルファルファ単播草地（１番草刈取り10日後撮影）

従来の更新の目安とされている「１番草刈取時において、草地を上から見た＜混播草地＞

時の雑草の占める面積割合（％）と裸地率（％）の合計が ％以上の場合」を目安とす30

るのがよいでしょう。

簡易更新の方法

アルファルファは、被圧されやす

く追播草種には適さないので、簡易

更新の場合はイネ科牧草の追播を基

本にします。作業は、２番草収穫後

にディスクハローで表層を攪拌した

後に播種・鎮圧するか簡易草地更新

機（写真Ⅱ－９）等で播種します。

写真Ⅱ－９ 部分耕バンドシーダによるアルファルファ

（北農研、2001）主体草地へのチモシー追播
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３．アルファルファサイレージの収穫・調製

Ｑ１６．栄養価からみた収穫適期は？

アルファルファ利用の最大のメリットは良質の蛋白質源であることと、繊維成分の中性

デタージェント繊維（ ）含量が少なく、消化管通過速度が速いために、乳牛の乾物摂NDF

取量が増えることにあります。そこで、アルファルファの収穫適期を決めるためには、生

育によるアルファルファの栄養価の変動を知ることがまず必要です。

生育ステージによる栄養価の変動

アルファルファは生育ステージが進み、収穫期が近づくと１日当たり 含量は約NDF

増加し、反対に粗蛋白質（ ）含量は ～ 減少します（図Ⅱ－１２ 。また、0.7% CP 0.3 0.5% ）

、 、 。１番草は 高温期の２番草や３番草より 含量が ～ ％低く 品質が優れていますNDF 5 10

収穫適期

アルファルファは、草

丈が高いほど乾物収量は

増加しますが、開花期を

過ぎると栄養価の低下が

著しくなり、高泌乳牛用

粗飼料としては適さなく

なります。米国の基準で

は、泌乳牛用のアルファ

ルファの理想的な品質と

CP 20 NDF 40して、 ％、

、％が推奨されていますが

その場合、刈取りステー

ジは着蕾期～開花始め、

１、２番草の草丈として

は乳生産量を勘案すると

～ 前後の約 日70 80cm 10

。間が収穫適期となります

アルファルファの草丈は、気象条件、土壌条件、施肥量などで変わると考えら留意点：

れますが、草丈が伸び過ぎると栄養価が低下するだけでなく、倒伏による下葉のムレや、

落葉による品質や嗜好性の低下、刈り残しによる収穫損失の増大、さらに再生芽の損傷に

よる収量低下につながります。



Ｑ１７．ロールベール収穫作業における留意点は？

アルファルファの高品質なラップサイレージを調製するためには、各作業工程での細心

の注意が必要です。

刈取り

牧草の刈取り作業は、乾燥を早めて呼吸損失を少なくするため、朝露の有無をみて朝か

ら開始します。アルファルファは高温期に降雨に遭うと腐敗し易いので、晴天が２～３日

2 3ha期待できる日を待ち ローラ型モーアコンディッショナを使用して 個別経営では ～、 、

程度を目安に刈取ります。

転草・集草

テッダによる拡散は、表層の葉部が乾燥してパリパリしてきたら回転速度を低めにしな

がら、草量に応じて適宜行います。刈取り直後の水分が高い時は転草間隔を短くして乾燥

を促進しますが、収量が少ない場合は、乾き過ぎに注意します。

梱 包

予乾草を一掴み手で強く捻って、手が湿る程度の水分状態（約 ％）になったら速や60

かにロールベーラで梱包します。アルファルファのサイレージ調製では、良質発酵の見込

める水分 ％で高密度に梱包することが、栄養価の高い葉部の粉砕損失が少なく、資材60

費の低減にもつながります。また、いびつなベールは被覆不良による品質低下やカビの発

生、荷崩れの原因となりますので、円柱状に形よく梱包します。

密 封

梱包後の密封作業は迅速に行いま

す。密封が遅くなるほどベール中心

部の温度が高くなり、蛋白質が熱変

成します。蛋白質含量の高いアルフ

ァルファサイレージを調製するため

には、梱包後数時間以内に密封しま

す。

、ベールラッパによる密封作業では

ストレッチフイルムとベールの中心

高さを合わせ、 ％のフイルム重複50

率を確認しながら適正な速度で巻き　　　　写真Ⅱ－１０ 運搬と密封ができるラッピングワゴン

（北農研、2001）付けることが気密性を保つために重

要です。

貯 蔵

ストレッチフイルムは破れやすいうえ通気性も多少あるので、刈遅れ気味のアルファル

、 （ ） 。ファの収穫や運搬ハンドリング 長期貯蔵が想定される場合は３回巻き ６層 にします
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Ｑ１８．低水分ラップサイレージの発酵品質は？

ロールベールサイレージでは、水分 ～ ％が推奨されていますが、さらに低い水分50 60

、 、域であっても ピンホールの発生や鳥獣害などによるラップフィルム破損が回避できれば

安定的な調製貯蔵が可能です。

低水分ロールベールサイレージの特徴

低水分ロールベールサイレージは、通常の中・高水分サイレージに比較して発酵が微弱

になるため、乳酸の生成量は少ないのですが、品質劣化の原因となる酪酸菌の増殖も抑制

されます。その結果、 は高くなりますが、不良発酵の指標とされるアンモニア態窒素pH

や酪酸含量の少ない良質サイレージが調製できます表（Ⅱ－１１）。

低水分域のサイレージでは一旦酸素が侵入すると、カビや酵母が急激に増殖留意点：

して温度が上昇し（図Ⅱ－１３）、品質が劣化します。貯蔵中のフィルム破損箇所は速やか

に修理し、開封後は早めに給与することが肝要です。なお、破損した場合は、表面のフイ

ルムを一枚めくってから補修テープを貼ります。
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Ｑ１９．高水分サイレージの添加剤は？

細切サイレージでは高水分条件での調製が中心になります｡アルファルファは、水溶性

糖類が少ないので、単播草地において良質なサイレージを調製するには､添加剤の利用が

。 、 、 、効果的です 一方 比較的糖類を多く含むチモシーとの混播では 添加剤を用いなくても

チモシー割合が増加すると と揮発性塩基態窒素（ ）が低下し発酵品質が向上しまpH VBN
（ ）。 、 、す 表Ⅱ－１２ しかし アルファルファ割合の低下にともない嗜好性は低下するので

発酵品質と嗜好性の面から考えるとアルファルファ割合は が適当です。50%

添加剤の種類

①蟻酸または蟻酸アンモニウム製剤

酸を添加することにより強制的に を低下させる方法です｡発酵自体が抑えられるたpH
め、アンモニア態窒素や溶解性蛋白質( )の割合も低くなります（表Ⅱ－１２ 。原料CPs ）

草の栄養価がほぼそのまま生かされるため最も貯蔵中のロスが少なく、嗜好性にも優れた

添加剤といえます｡ただし、酸ですので､添加するときに作業機を腐食しやすいことと人間

に対しても刺激が強いことが欠点です｡

蟻酸アンモニウム製剤は蟻酸より酸の濃度が低いのでやや扱いやすいのが特徴ですが､

その分添加量を増やす必要があります｡

②酵素＋乳酸菌製剤

まず繊維分解酵素で繊維から糖を生成し､その糖を使って乳酸菌が発酵を促進させると

いうもので、アルファルファには効果があります｡アンモニアの生成は抑えられますが､欠

点としては、一部の繊維を分解するので、水溶性部分の割合が高まり、排汁量が増加する

可能性が高くなります。

③乳酸菌製剤

基本的にアルファルファには向きません。なぜなら、乳酸菌が活動するための水溶性糖

類が不足しているので､添加された菌が十分に機能を発揮できないのです｡

どのような添加剤を用いても基本技術（密圧､空気の遮断）の重要性は変わりま留意点：

せん｡いくら良い添加剤を使っても、これが出来ていないと家畜に給与できるものにはな

、 。 、りません｡また 高水分条件では原料草の 以上の排汁が出ます 環境汚染を防ぐため10%
排汁をトラップして適正な処理をすることが必要です｡

　表Ⅱ－１２　　蟻酸添加が発酵品質および栄養価に及ぼす影響 （道立畜試、2003）

アルファルファ率　　　　　水分　　　　　pH　　　　　VBN/TN　　　　　CP　　　　乾物消化率　　　　CPs
(%) 　　　　　　　　　　(%)　　　　　　　　　　　　 　　(%)　　　　　　(DM %)　　　　　   (%)　　        　(%)

単播　　　　　　　100　　　　　　　　　　78　　　　　　4.0　　　　　　　3.1　　　　　　 17.3　　　　　　62.5　　　　　　 50

100（無添加）　　　　　 　80　　　　　　4.8　　　　　　14.4　　　　　 　17.8　　　　　　62.9　　　　　　 67

混播 　　　　　 50 (  50)　　　　　　　　77　　　　　　4.3　　　　　 　11.4　　　　　　 14.7　　　　　　58.8　　　　 　　64

(TY) 　　　　   25 (  75)　　　　　　　　77　　　　　　4.1　　　　　　　9.7　　　　　 　12.9　　　　　  56.8　　　　　　 61

　0 ( 100)　　　　　　 　76　　　　　　4.2　　　　　　　7.7　　　　　　 　7.9　　　　　  54.0　　　　　　 57

注1 )  ：全窒素中の揮発性塩基態窒素、 中の溶解性粗蛋白質
　2) TY：チモシー（１番草、出穂揃）
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Ｑ２０．フォレージマットメーカとは？

開発のねらい

アルファルファの収穫作業のうち、テッダの全面転草による圃場予乾作業では、栄養価

、 。 、の高い葉が落ちたり 土が付着して飼料価値が下がります フォレージマットメーカとは

刈取った後、刈倒し列を圧砕処理してマット状にし、転草せずに圃場での予乾を促進する

作業機です。回数の多い転草作業を省略することで、脱葉やトラクタ車輪での踏みつけ等

による収穫ロスや土砂の混入が減少するとともに、車輪踏圧による再生障害を軽減できま

す。

構造と特徴

北海道農研で開発した

マットメーカは（図Ⅱ－

１４ 、駆動するボトム）

ローラとそのローラの回

転方向に対して 度の10

偏角を有する前後１対の

プレスローラで牧草を圧

縮します。牧草は、この

ひねり潰間を通る過程で

、幅 ～され（摩砕） 1.2

図Ⅱ－１４ フォレージマットメーカの概略図（北農研、2002）1.4m 5 10cm、厚さ ～ の

。マット状に成形されます

マットメーカは着蕾期の高品質なアルファルファの収穫に適しており、作業速度6～8km/h

で、１時間当たり１～1.5haの面積を処理することができます。

乾燥促進効果

マットメーカで処理したア

ルファルファの晴天時の乾燥

促進効果は、テッダで１～２

回全面転草した場合と同程度

です。晴天時の刈取り直後に

摩砕し、集草を兼ねて反転す

ることで、１～３番草を１～

２日間で水分を50～60%まで予

乾することができます。

写真Ⅱ－１１ フォレージマットメーカによる摩砕作業
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４．アルファルファサイレージの特性を生かす給与法

Ｑ２１．アルファルファサイレージの消化特性は？

繊維含量

アルファルファサイレージは、

含量が同程度のイネ科牧草サTDN

イレージに比べ、①繊維含量が低

い、②粗蛋白質含量が高く、溶け

やすい、③リグニン含量が高く繊

維の消化性が低い特徴があります

（図Ⅱ－１５ 。）

消化特性

アルファルファの繊維は微細化さ

れ（こなれ）やすいため、消化速度

も早くなります。反芻胃から不消化

物（固形物）が流出する条件がイネ

科牧草サイレージよりも早く整い、

反芻胃通過が速いのでアルファルフ

ァサイレージはイネ科牧草サイレー

ジよりも採食量が多くなります（図

Ⅱ－１６、図Ⅱ－１７ 。）

繊維非繊維 繊維

非繊維

アルファルファ オーチャードグラス

※両草種ともTDN約60%の場合

図Ⅱ－１５　アルファルファとイネ科牧草の繊維含量の比較

65%

35%

40%60%

2.5％

１％

0 1 2 3 4 5
反芻胃通過速度（%/h)

アルファルファ

チモシー

図Ⅱ－１７　アルファルファとイネ科牧草の反芻胃通過速度の違い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東北農研,2000)
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Ｑ２２．泌乳前期の給与効果は？

アルファルファの長所は蛋白質やミネラルの含量が多いだけではなく、採食量が多いと

いう点です。このため、栄養要求量

が高い泌乳前期の粗飼料として最適

です。アルファルファサイレージの

利用により、泌乳前期の乾物摂取量

が高まれば、乳量増加と生産病の予

防効果が期待できます。

アルファルファサイレージの効果

泌乳前期に、粗飼料と濃厚飼料の

乾物比を１：１としてアルファルフ

ァサイレージを給与すると、イネ科

牧草（グラス）サイレージを給与し

た場合に比べ、泌乳牛の乾物摂取量

が高くなり、これによる養分摂取量

の向上によって乳量が ～ ％増10 20

加します（図Ⅱ－１８ 。）

乾物摂取量

通常、粗飼料割合が多くなると乾物摂

取量が少なくなります。しかし、泌乳最

盛期の牛にイネ科牧草（ 含量 ）NDF 65%

とアルファルファ（ 含量 ）のサNDF 45%

イレージを同じ割合で給与した場合、ア

ルファルファサイレージを給与した方が

前後高い採食量を示します（図Ⅱ－3kg

１９ 。また、アルファルファの給与割）

合を ％から ％まで増やして濃厚飼45 75

料を半減させた場合でも、乾物摂取量や

図Ⅱ－１９ 粗飼料の種類と摂取量4%FCM 1乳量の減少量は約 割に止まりま

す。

なお、泌乳前期の高能力牛に対する給与方法は、ルーメン内の恒常性を維持するため、

混合飼料( )給与が基本となります。分離給与する場合は、濃厚飼料をまとめ食いしTMR

ないように給与方法を工夫する必要があります。

アルファルファの繊維成分は通常 ～ ％であり、イネ科牧草の ％以上と留意点： 35 50 60

比べて低い値を示します。つまり、そしゃく等を促し、唾液分泌の促進や消化管運動を刺

激する粗飼料の物理的効果はイネ科牧草に比べて小さくなるので、アルファルファを用い

る場合、繊維成分の総量に配慮し、イネ科牧草よりも多く給与しなければなりません。

1　　2　　 3　　4　　 5　　6　　7　　8　　9　　10
0

10

20

30

40

50

60

泌乳期（週）

ｱﾙﾌｧﾙﾌｧの乾物摂取量

ｸﾞﾗｽの乾物摂取量

ｱﾙﾌｧﾙﾌｧの乳量

ｸﾞﾗｽの乳量

アルファルファとグラスの乳量差

乾物摂取量の差

図Ⅱ－１８　分娩後の乾物摂取量および乳量の推移
　　　　　　　－粗飼料と濃厚飼料の乾物比１：１－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北農研　2001)

ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ40% ｲﾈ科牧草40% ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ60% ｲﾈ科牧草60%
0

5

10

15

20

25

粗飼料の種類と給与割合
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Ｑ２３．相性のよい粗飼料の組み合わせは？

アルファルファサイレージは、比較的エネルギー含量が低いことから、エネルギー含量

の高いトウモロコシサイレージとの組み合わせが、アルファルファの蛋白質の利用性向上

や飼料自給率向上の点から適しています。

トウモロコシサイレージとの混合割合

アルファルファサイレージの割合を増やすと 含量が低下しますが、乾物摂取量がTDN

増加するので、 摂取量TDN

は変わりません（表Ⅱ－１

３ 。また、アルファルフ）

ァは、ルーメン内通過速度

が速いという特性から、ア

ルファルファサイレージの

割合が増加するに従って飼

料由来の蛋白質量が増加し

ますが、エネルギー量が不

足するため、菌体由来の蛋白質は、減少します（表Ⅱ－１３ 。このため、併給飼料を考）

慮すれば、菌体蛋白質量が増加し、蛋白質飼料としてアルファルファの有効性がさらに高

まります。

粗飼料割合の影響

アルファルファサイレージと

トウモロコシサイレージを１：

１で混合した飼料では、この飼

料の給与割合を ％から ％45 75

まで増やしても乾物摂取量と乳

量の低下は少なく、 ％程度に10

止まります（図Ⅱ－２０ 。ま）

た、 給与でも の充足率75% TDN

は で、エネルギーはほぼ100%

充足されます。このため、アル

ファルファとトウモロコシの組

み合わせは、粗飼料割合を高め

ても養分要求量を満たす飼料設

計が容易にできるといえます。

なお、給与牛のルーメン発酵の安定性を考慮して給与飼料全体の 含量を ％以上NDF 28

に保つためには、アルファルファとトウモロコシを混合した 給与では粗飼料の給与TMR

割合を ％以上にすることが望まれます。60
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Ｑ２４．どんな併給飼料が効果的ですか？

アルファルファは、ルーメン

内細菌が分解しやすい蛋白質を

多く含んでいる反面、低エネル

ギー飼料なので、ルーメン内微

生物の増殖が制限され、微生物

体蛋白質に再合成されなかった

蛋白質は、最終的に尿素として

尿中に排泄され、無駄になりま

す（図Ⅱ－２１ 。そこでアルフ）

ァルファの蛋白質を有効に活用するためには、①エネルギー含量の高い飼料、②アルファ

ルファの蛋白質の分解に同調するようなルーメン内発酵が速い飼料、などを併給してルー

メン内微生物が最大限増殖できるようなルーメン環境に整えます。それでも蛋白質摂取量

が不足する場合は、③バイパス蛋白質含量の高い飼料の併給で対応します。

実際の併給飼料

＜エネルギー飼料＞

デンプンに富んだ穀類で、小麦

のデンプン含量が最も高く、以下トウモロコシ、大麦やえん麦の順となります。

＜ルーメン内発酵が速い飼料＞

えん麦、小麦、大麦、トウモロコシの順ですが、形状では全粒より圧扁の方が速くなり

ます。また、同じ穀類でも加工処理の違いで、デンプンがゼラチン化した割合を示す「α

化度」が異なり（表Ⅱ－１４ 、この値が高）

分解が速いいほど発酵速度が速くなります。

蛋白質を多く含むアルファルファに圧扁大麦や

高α化圧扁トウモロコシを併給すると血中尿素

態窒素が低下し、窒素が利用されていることが

分かります（図Ⅱ－２２ 。）

ただし、発酵の速い飼料の多給はアシドーシ

実際にはその量を制スにつながる恐れがあり、

限する必要があります。また、徐々に分解さ

れる蛋白質もあるので、これらには、通常の

圧扁トウモロコシの給与が効果的です。そこ

で、両者を併用するのが実際的と言えます。

バイパ＜バイパス蛋白質を多く含む飼料＞

ス率が高く、アルファルファに少ないメチオニ

ンを補足する飼料として 、穀類のコーングルテンミールやポテトプロテイン等があげられます。

蛋白質含量が高いので、給与量は多くても0.5㎏程度です。
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Ｑ２５．分娩前給与の留意点は？

アルファルファは、分娩前に多給すると骨からのカルシウムの動員が低下し、分娩後に

乳熱等の代謝障害を起こす危険性があります。

アルファルファ給与と乳熱の関係

アルファルファはイネ科牧草に比べると、粗蛋白質（ 、カリウム（ 、カルシウムCP K） ）

( )の含量が高く、飼料のミネラル量から算出される陽イオンと陰イオンの差（ ）Ca DCAD
が高いために（表Ⅱ－１５ 、分娩前（３週間）の牛に給与した場合、血液中の 濃度） Ca
が低下して乳熱を起こしやすくなります。カルシウム製剤の注射により比較的容易に治癒

しますが、その後、胎盤停滞・第四胃変位・脂肪肝等を起こしやすいので、予防が重要で

す。

乳熱の予防法

Ca乳熱予防のためには、従来から

含量の少ない飼料の給与が推奨され

ていますが、最近では 含量の少なK
い飼料または の低い飼料の給DCAD
与が有効であると言われています。

分娩前の牛にアルファルファを給与する場合、給与量を少なめにするか、塩素( )やイオCl
ウ( )を多く含む陰イオン塩を添加して、 を低く抑えなければなりません。S D CAD
例えば、アルファルファサイレージ主体（乾物で ～ ）のＴＭＲを分娩前２週間給7 8kg

与すると、 は＋ を超えて乳熱に罹る乳牛も現れますが、その期間に陰イオンDCAD 250
塩を添加すると は＋ 未満となり乳熱も発生しません（表Ⅱ－１６ 。陰イオンDCAD 150 ）

塩の有効性は尿 の低下で判断できます。pH
なお、アルファルファの給与量が乾物で2kg程度だと、陰イオン塩を使わなくても安

全範囲の＋ 前後になります。180

分娩前のアルファルファの多給は避けます。飼料の急変を避けるために給与す留意点：

る場合でも、 日当たり乾物で ～ 以内にしておきます。分娩後の多給は特に問題は1 2 3kg
ありません。

表Ⅱ－１６　　飼料のDCADと乳熱の発生状況
　　（道立畜試、2003)

DC AD　　　　　　分娩当日　　　　分娩翌日

陰イオン塩添加区　　　　　　+139～+144　　　　　　0/4　　　　　　　　0/4

対照区　　　　　　　　　　　　  +264～+284　　　　　　2/4　　　　　　　　2/4

　注．乳熱発生頭数：重度の低Ca血症頭数

乳熱発生頭数

表Ⅱ－１５　サイレージの粗蛋白質、無機物の含量とDCAD値 （道立畜試、2003）

粗蛋白質　　　　　　　　Na　　　　　　　　K　　　　　　　　CL　　　　　　　　S　　　　　　　Ca　　　　　　　　DCAD

(DM %)　　　　　　　　(DM %)　　　　　(DM %)　　　　　　(DM %)　　　　　　(DM %)　　　　(DM %)

アルファルファ　　　　　　　 15.7　　　　　　　　 　0.06　　　　　　2.64　　　　　　 　0.81　　　　　　　0.22　　　　　0.83　　　　　　　　　336

チモシー　　　　　　　　　　　13.4　　　　　　　　 　0.03　　　　　　2.34　　　　　　 　1.43　　　　　　　0.20　　　　　0.36　　　　　　　　　 84

トウモロコシ　　　　　　　　　 8.6　　　　　　　 　　0.02　　　　　　1.66　　　　　　 　0.64　　　　　　　0.25　　　　　0.17　　　　　　　　 　97

　　　　注．　［DCAD＝｛［Na］＋［K］－｛［Cl］＋［S］｝(m Eq/乾物kg)
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５．アルファルファ導入の経営的効果

Ｑ２６．アルファルファを導入するための条件は何ですか？

試算の前提

酪農経営にアルファルファが導入され効果をあげるためには、アルファルファの栽培や

給与について一定以上の技術水準や経営条件が満たされていなければなりません。十勝地

域の畑地型酪農で標準的と考えられる経営（表Ⅱ－１７）を対象に、導入のための条件を

試算してみました。

アルファルファの導入条件

試算では、畑地型酪農経営にアルファルファが ～ 程度導入されるためには、ア7 10ha

ルファルファの利用収量は乾物で 以上、生産費用は約 千円 以下、粗蛋828kg/10a 19 /10a

白質（ ）は乾物で 以上が必要な技術水準になり、飼料作面積 以上が経営条件CP 15% 30ha

になります（表Ⅱ－１８ 。ここで、利用収量は圃場ロスや貯蔵ロスを差し引いた収量の）

ことであり、生産費用は種苗や肥料などの資材費の意味で、機械施設の減価償却費及び労

働費を含んでいません。なお、個体乳量は高いほどアルファルファの導入が進みます。

なお、アルファルファの品質を規定する 含有率については高いほど好ましいといえCP

ますが、早い生育ステージで刈取ると収量が少なくなるとともに、寒地の土壌凍結地帯で

はアルファルファの維持年数が短くなる危険性があるので、営農条件に適合した総合的な

判断が求められます。ちなみに、単位面積当たりの 収量は、乾物収量とともに増加しCP

ますが、産乳可能量は草丈が 前後（ 約 ）で最大になると推定されます。80cm CP 18%

飼料自給率

現在、北海道酪農の飼料自給率（ ）は 程度ですが、家畜ふん尿による環境負TDN 55%

荷の軽減とともに更なる自給率の向上が求められています。上記の試算によれば、利用収

量 および農地面積 のとき 自給率は約 （ 自給率は ）に達900kg/10a 45ha TDN 70% CP 77%

し、その場合の所得は 万円程度になる見込みです。1,100

　　　　　　農地面積(ha)　　　　　　　家族労働　　　　経産牛　　　年間個体

(ﾄｳﾓﾛｺｼ)　　　(採草利用)　　力（人）　　　頭数（頭）　 乳量（kg）

40　　　　　10　　　　　　40　　　　　 2　　　　　　　50　　　　　8,845
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Ｑ２７．単播栽培の経営的メリットは？

単播アルファルファを導入すると、農業所得の増加が期待できます。その理由は、ア

ルファルファの給与により乳量が増加したり、粗蛋白質（ ）含有率が高いため購入濃CP

厚飼料の給与量を減少(乳飼比を低下)させるからです。アルファルファの導入が経営に与

える影響を畑地型酪農の経営モデルで分析してみます。

シミュレーションの前提

、 、試算では 表Ⅱ－１９

２０の条件で、粗飼料(乾

物)中のアルファルファ

率が変化した場合の収益性や飼料自給

1率を算出しています。また、経産牛

頭当たりの乳量は、アルファルファ導

入がゼロの時を としています7,800kg

が、今までの試験結果から、粗飼料中

のアルファルファ率が ％上がるにつれて乳量は約 ずつ増加すると設定していま10 50kg

す。

収益性の向上効果

アルファルファの導入を進めるにつれて収

益性は増しています（図Ⅱ－２３ 。粗飼料中）

のアルファルファ率がゼロのときの農業所得

、 。を とすると ％では に増加します100 50 105

また、同じく乳飼比は から に低下して100 94

います。

一方、粗飼料率(乾物自給率)や 自給率TDN

はほぼ一定ですが、 自給率が増加します。CP

また、粗飼料由来の乾物摂取量が増加するの

で、各種疾病の減少も見込まれます（図Ⅱ－

２４ 。）

ここでの収益性向上効果は、表にあ留意点：

るような前提での試算結果です。経営面積の

上限が拡大すれば自給率は上がり収益性も高

まります。また、アルファルファの収量が高

まれば、自給率・収益性ともに高まり、粗飼

料中のアルファルファ率が増すにつれて、そ

の傾向は更に顕著となります。なお、収量水

準は現地圃場の条件により異なります。
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Ｑ２８．アルファルファ混播草地導入のメリットは？

アルファルファ混播牧草のメリットは、個体乳量の増加または購入飼料の削減などがあ

りますが、いずれも他のマメ科牧草の混播に比べて粗蛋白質( )が多く生産されることCP
から生じます。しかし、面積当たりコストでは、アルファルファの種子代が高く、さらに

土壌によっては草地更新後を含め酸度矯正を行う必要があり費用が増えます。

アカクローバ混播との比較

アルファルファ混播が既存のアカクローバ混播に替わって経済的に導入されるかどうか

を考えるため、アルファルファが蛋白質飼料としての価値が高いことに着目して、 生CP
産量を比べてみました。アルファルファ混播は、アカクローバ混播に比べコストがかかる

、 。 、ことから その差を大豆粕の 量に置き換え差し引いて 生産量を求めました またCP CP
アルファルファ混播は、先に述べたように土壌によっては、更新後も酸度矯正が必要な場

合があるので、炭カル等による追加の酸度矯正が必要ないタイプ（炭カル不要地）と、草

地更新３年目から炭カル を毎年追加投入するタイプ（炭カル必要地）に分けて30kg/10a
みました。それぞれの 生産量を積算してみると、いずれのアルファルファ混播も年々CP
アカクローバ混播との差は縮まり、草地更新５年目で の経年累積生産量がアカクローCP
バ混播を上回ります（図Ⅱ－２５ 。すなわち、更新年を含め５年間栽培すれば、アカク）

ローバ混播に替えてアルファルファ混播を導入する経済的メリットはあるといえます。

留意点

土壌条件によって追加投入コストがさらに多額になると、５年間の栽培では採算が合わ

ないこともあります。また、アルファルファの生育に適さない場所で栽培しても、永続性

を確保できません。自分の圃場の立地条件をよく考えてから導入しましょう。

図Ⅱ－２５　利用２～５年目の累積粗蛋白質生産量
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Ｑ２９．コントラクタに作業を委託するメリットは？

コントラクタに収穫作業を委託すれば、直接的には①労働時間を減らし生活時間にゆと

りができ、②機械投資を減らすことができます。そのことから農家によっては③一層の多

頭化により規模を拡大することが可能になります。

委託のメリットの試算

コントラクタへの作業委託のメリットに

ついて、家族労働力が 人で 頭の搾乳2.5 40

牛を持つ十勝中央部の酪農経営を想定して

試算しました（図Ⅱ－２６ 。コントラク）

タに委託しない場合にはコーンハーベスタ

やロールベーラなどが必要となり、その減

価償却費などの機械経費がかかります。一

方、コントラクタに委託した場合には、利

用料金の支払いが必要となります。したが

って、機械経費と比べて利用料金がどの程度であるかによって作業委託により農業所得が

拡大できるか否か決まってきます。試算の基礎と

したコントラクタの牧草収穫作業のハーベスタ料

金は３万円／時としましたが、収穫作業をすべて

自分のところで行う場合と比べて、トウモロコシ

だけを委託するケースでは年間１８万円、牧草収

穫作業も委託するケースでは６８万円ほど農業所

得が拡大する結果となっています。また、年間の

労働時間もトウモロコシ収穫だけを委託する場合

で 時間、牧草収穫も委託する場合で 時間76 272

減少できる結果となっています。その結果、過重

労働が問題となっている農家では、ゆとりを持つことができるようになります。さらに、

規模拡大意向を持ち、施設の増頭が可能な農家では、このような圃場作業の省力化により

飼養管理に専念できるため、さらなる多頭化を目指すこともできます。試算では、コント

Ⅱラクタに収穫作業を全面委託することにより 頭まで飼養できるようになります（図52

２７ 。－ ）

委託のデメリット・影響

。 、以上このように収穫作業委託のメリットは小さなものではないと考えられます しかし

コントラクタに委託しようとする場合には、自分で収穫作業を行う場合と比べて、自分の

経営方針に適した飼料の量・品質が確保できるとは限らないというデメリットがありま

す。したがって、受託者であるコントラクタとしては効率的な運営とともに、このような

問題が出来るだけ現れないような計画的な運営が求められます。
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Ｑ３０．大規模に作付けしている優良事例を紹介してください？

（１）根釧地域

北海道東部の草地酪農地帯は気温が低く積雪量も少ないことから土壌凍結が深く、アル

ファルファの栽培には適さないといわれています。この自然条件の厳しさを乗り越え、ア

ルファルファ栽培をはじめて 年近くになるＫ牧場を紹介します。10

経営概況

40 100ha 90haＫ牧場は 才代のＫさんご夫妻を基幹労働力とし 飼料畑面積 は 採草地、 、 、

と育成牛専用の放牧地 からなっています。アルファルファ混播草地は採草地の半分10ha

を超え50haを占めます（表Ⅱ－２１）。経産牛は90頭で、この１年間に820ｔの牛乳

を出荷し、経産牛１頭当たり乳量は 台と地域の中でも高いレベルにあります。9000kg

アルファルファ混播牧草の栽培

Ｋさんは、アルファルファ混播牧草を栽培するうえで、草地更新１～２年目が最も重要

な時期と考え、①スラリー散布は草地更新の前年と更新後３年目以降とし、更新年と更新

２年目は散布しない、②アルファルファの株づくりのために、アルファルファの適期に合

わせて２番草の収穫時期を決めています。

収穫調製は自走ハーベスタの導入により、運搬用ダンプのオペレータ（ＯＰ）２人雇用

を含む５人で組作業をおこない、１番草 を６月下旬から 日間で終えます。90ha 10

アルファルファ混播サイレージの利用と貯蔵

アルファルファ混播の１番草サイレージは、嗜好性が良いことから搾乳牛の食いが落ち

る夏に給与します。他方、アルファルファ率が高くなる２番草のサイレージは蛋白の含有

率が高いため、アルファルファの入っていない牧草サイレージとミックスして使います。

貯蔵するサイロは給与時期によって使い分けます。大容量で露出面が大きくなるバンカ

ーサイロはサイレージの変質が少ない冬用とし、小容量で露出面が小さいスタックサイロ

Ⅱは主に高温時の夏用で、これにアルファルファ混播１番草のサイレージをあてます（表

。－２２）

従来はチモシー主体混播牧草のマメ科としてアカクローバとシロクローバを一緒に入れ

ていたＫさんですが、アカクローバをやめてアルファルファ混播にすると、アルファルフ

ァがアカクローバよりも消えにくく、蛋白質も多めになるとの評価です。
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（２）十勝地域

十勝地域は夏季は高温になりアルファルファの生育に向いていますが、冬季は低温で積

雪量が少なく土壌が凍結することから、アルファルファの越冬に不向きな地帯とされてき

ました。

経営概況

Ｎ牧場は、畑作農家と酪農家が混在する清水町にあり、 年前にトウモロコシの栽培10

をやめて、アルファルファを導入した経営です。家族の農業労働力は 人(基幹的労働力4

2 20ha 20haは 人)、採草利用の牧草地は、チモシーが 、アルファルファは新播も含めて

あり、全て単播

草地です。乳牛

飼養頭数は総頭

数 頭のうち130

経産牛が 頭48

で、経産牛１頭

当たりの乳量は になります（表Ⅱ－２３ 。9,375kg ）

アルファルファ栽培・利用

造成後の ～ 年間は、アルファルファを単播で栽培し、その後、株数が減少して収量3 4

が低下してきたら、チモシーを追播して、合わせて 年間利用します。アルファルファは6

年 回刈取り、 日予乾してから１番草と３番草は細切してタワーサイロ、２番草はロー3 1

ルベールラップサイロに調製します。良好なアルファルファ草地を作るために土壌改良資

材や堆肥を適切に投入し、雑草対策には除草剤を使用しています（表Ⅱ－２４ 。）

アルファルファサイレージは通年で給与され、搾乳牛１日１頭当たり飼料給与の基準量

は、アルファルファサイレージ 、配合飼料( ) 、ビートパルプ であり、自20kg CP17 8kg 4kg

給飼料を主体とした飼料給与になっています。

経営実績

平成 年の経営収支をみると、農業粗収入は 万円（うち販売牛乳代金は 万13 4,000 3,000

円 、農業支出 万円で、農業所得は 万円です。また、購入飼料費は 万円） 3,000 1,000 1,000

で、乳飼比は ％と低くなっています。アルファルファ給与により経産牛年間 頭当た33 1

り乳量は と高いにもかかわらず、繁殖障害などの病気が少ないことが特徴です。9,000kg

このようにＮ牧場では、アルファルファを導入することにより、自給飼料を主体とした飼

料基盤に基づく健全な高泌乳生産と高い収益性を同時に実現しています。



（３）天北地域

天北地域は農耕期間（５～９月、浜頓別町）の平均気温が ℃と低いのですが、根雪14

始めが早く積雪量も多いため土壌凍結はなくアルファルファ栽培に適した地帯です。しか
、 、 、 、し 低地では泥炭土が分布し 内陸では灰色台地土 灰色低地土及び褐色森林土からなり

アルファルファ栽培にとって必ずしも恵まれた土壌(排水)条件ではありません。
経営概況
Ｅ牧場は天北地域の西部日本海側に面する天塩町にあります。圃場の６割は鉱質土で残

りが泥炭土です。採草地面積約 のうち、アルファルファ混播草地は （ ％）63ha 12.5ha 20

を占めています。乳牛の総飼養頭数 頭のうち経産牛は 頭です（表Ⅱ－２５ 。142 78 ）

糞尿処理は平成 年から肥培かんがい事業により固液分離システムを導入し、固分は年13

２回程度切り返しをして堆肥化し、また液分は曝気処理し、早春、１番刈り後、秋と年３
回草地に還元しています。

アルファルファ栽培・利用
平成５年よりアルファルファ混播栽培に取り組んできました。導入の歴史は浅く、少な

い面積ながら栽培・調製・給与に至るまで体系化されています。アルファルファ草地の造
成は生育初期の雑草競合を避けるため、サイレージ用とうもろこしを２～３年栽培した跡
地に行います。播種量はアルファルファ 、チモシー 、造成時は腐熟堆1.5kg/10a 0.8kg/10a

肥６ の他、土壌分析結果に基づき炭カル・リン酸等土壌改良資材を投入します（表Ⅱt/ha

－２６ 。）

アルファルファは３回刈りし、いずれも低水分ロールベールサイレージに調製します。
コーンサイレージ給与期間（５ヵ月間）の搾乳牛１日１頭当たり給与量は、コーンサイレ
ージ 、牧草サイレージ 、配合飼料 です。10kg 25kg 12.8kg

経営実績
平成 年の経営収支をみると、農業粗収入は 万円（うち販売牛乳代金は 万13 7,500 5,500

円 、農業支出 万円（購入飼料費は 万円）で、農業所得は 万円と高い水） 5,000 1,850 2,500

準にあります。また、分娩間隔は 日とやや長いものの、良質な粗飼料の生産、きめ細430

かい飼養管理により経産牛１頭当たり乳量は を実現しています。乳牛改良を積11,200kg

み重ね、高栄養牧草であるアルファルファの導入、土壌分析に基づいた施肥管理の実施、
糞尿の ％草地還元等、同農場が経営理念としている３本柱、土づくり、草づくり、牛100

づくりを確実に実践しています。
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Ⅲ 資料編

１．草地造成時の炭カル施用量
（引用文献：土壌および作物栄養の診断基準－分析法（改訂版）－、 ）1992

草地造成（更新）時の土層 当たりの炭カル施用量（ ）10cm kg/10a

＝（Ａ－Ｂ）×Ｃ×ｆ×１０

ここで、改良目標 をＡ、測定 をＢ、土壌の仮比重をＣ、アレニウス係数をｆとすpH pH

。 （ ）る アレニウス係数は を 上昇させるのに必要な炭カル量 土層 当たりpH 0.1 10cm kg/10a

で以下の表を用い、土性と腐植量より決定する。

なお、草地維持管理の場合は、改良深 とする。5cm
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２． 土壌凍結深の推定法
（引用文献：十勝地方における火山灰土壌の凍結、凍上が農地に及ぼす影響、土谷、 ）1986

アルファルファは、冬期間の寒さが厳しいと凍結害と呼ばれる低温障害が発生し、また

土壌凍結により凍上すると断根・株の浮上による凍上害が発生する。気温が低く、積雪が

少ないと土壌凍結が深くなりこれらの害を受けるが、凍結深が浅い場合は枯死株が少なく

生育が遅れる程度であり、一般に積雪深が 未満かつ凍結深が 以上でアルファ20cm 50cm

ルファは枯死するといわれている。このように寒地におけるアルファルファの安定栽培に

とって土壌凍結の影響は大きい。

積雪がある場合の凍結深の最大値は、平均気温が０℃以下になる日の気温の絶対値を積

算した値（積算寒度）を用い、次式により推定することができる。

1/2最大土壌凍結深 ＝ α×（Ｆ）20

：土壌条件により決定される係数 積雪深が20cmに達するまでの積算寒度α Ｆ：20

十勝地域での調査事例では、αは ～ の範囲にあり、多雪地帯では約 、少雪地1.0 3.0 1.5
帯地帯では ～ となる。この値を上記式に代入することで任意地点の平均的な最大2.0 3.0
凍結深を求めることができるが、精度良く推定する手法は現段階では開発されていないた
め、この方法により最大凍結深を求める場合は実測によりαを算出する必要がある。

図Ⅲ－１は、積雪深が に到達するまでの積算寒度（ ）を気象庁観測平年値メッ20cm Ｆ20

シュ気候値（ 年～ 年の気象データを平均し、地形因子により ｋｍメッシュに1971 1990 1

展開したもの）を用いて試算したもの

である。月平均気温および１２月～２

月の最大積雪深データを元に、日別平

均気温を調和解析により算定し、日別

積雪深を 月 日を 、各月の最11 30 0cm

大積雪深を月の最後の日におき、その

間を直線補完して算定した。α同様、

日積雪深を精度良くメッシュ化する手

法は現段階では存在しないため、各地

点の最大積雪深を精度良く推定する必

要がある場合には積雪深、気温および

αを実測する必要がある。

図Ⅲ－１積雪深が20cmに達するまでの積算寒度（十勝地域）
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（引用文献： ）３．アルファルファ冬枯れリスクの算定法 Alfalfa management guide

米国では、凍害による冬枯れの危険性を判定するための指標が策定されている。種々の要因

がアルファルファの越冬性に与える影響を定量的に把握できる。
　　　　 質　問　項　目 　点　数 　　　スコア

１．造成後何年目の草地ですか？
・ ３年以上 4
・ ２～３年 2
・ １年以下 1

２．アルファルファ品種について
　　a．耐寒性はどの程度ですか？

・ 弱 3
・ 中 2
・ 強 1

　　b.病害抵抗性はどの程度ですか？ 　ａ×ｂを記入
・ 細菌性萎凋病にのみ有効 4
・ 細菌性萎凋病、炭疸病、萎凋病、フィトフトラ根腐病、 3
  バーティリシウム萎凋病に有効
・ 以上の全ての病気に有効 1

３．土壌ｐＨは？
・ 6.0以下 4
・ 6.1～6.5 2
・ 6.6以上 0

４．土壌の置換性カリウムのレベルは？
・ 低い（8m g/100g以下） 4
・ 普通（8-12mg/100g) 3
・ 適当（12-16m g/100g） 1
・  

５．土壌の排水性は？
・ 不良 3
・ 普通 2
・ 良好 1

６．秋から冬にかけての土壌水分は？
・ 湿潤 5
・ 普通あるいは乾燥 0

７．刈取りの頻度は？
（刈取り間隔 ） （ 最終刈り ）

・ 30日以下 9/1日-10/15日 5
10/15日以降 4
9/1日以前 3

・ 30-35日 9/1日-10/15日 4
10/15日以降 2
9/1日以前 0

・ 35日以上 9/1日-10/15日 2
10/15日以降 0
9/1日以前 0

８．10月中・下旬の刈株高さは15cm以上ありますか？
・ いいえ 1
・ はい 0

　以上８項目の合計スコア →

　　  　　冬 枯 れ リ ス ク の 判 定
   
      （合計スコア）   （ 危 険 度 ）           ３－７ 　⇒ 低い～普通以下           ８－１６ 　⇒ すこし危険～普通          １７－２７　⇒ 普通以上～高い          ２８ 以上 　⇒ 非常に高い～危険
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４．その他の病害および虫害

１．アルファルファの病害（続き）

２．造成時の虫害
単播草地では出芽後、ヨトウムシ類（写

真Ⅲ－２）に食害されることがあり、放置

すると、ほとんどの個体の葉および葉柄が

食べ尽くされる（写真Ⅲ－３ 。造成時の）

このような被害は突発的なものと考えられ

るが、被害を最小限に抑えるためには、播

種後圃場の観察を頻繁に行い被害の早期発

見に努めること、早めの薬剤散布(ﾃﾞｨﾌﾟﾃﾚ

写真Ⅲ－１  アルファルファべと病ｯｸｽ乳剤）で防除を行うことが必要である。

写真Ⅲ－２  ヨトウムシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真Ⅲ－３  ヨトウムシによる食害
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．アルファルファ乾草の品質評価法５

）中性デタージェント繊維（ 、酸性デタージェント繊維（ ）の成分推定1 NDF ADF）

（ ）http://www.uwex.edu/crops/peaqdir.htm

わが国では、アルファルファの品質予測法はまだ未確立であるが、米国で取り入れられ

ているアルファルファ乾草の品質予測手順を以下に示した。

① アルファルファ草地の中で代表的な 四方枠の部分を選び、その中で最も高い草42cm

丈の株と最も登熟が進んだ茎を選定し、各々の高さと登熟度を測定する。

（ ） 、 。② 登熟度指数と草丈 １インチ＝ を③式に当てはめ と を推定する2.54cm NDF ADF

③ (乾物 )＝ × 草丈( ) × 登熟度指数NDF % 15.86 + 0.69 inch + 0.81

（乾物 ) × 草丈( ) × 登熟度指数ADF % = 10.78 + 0.53 inch + 0.79

% = 88.9 - 0.779 ADF%これらの推定値から、乾物消化率( ) ×

体重当り乾物摂取量( ) の推定が可能になる。% = 120 / NDF%

２）流通粗飼料としての評価

American Forageわが国の流通アルファルファの等級は、米国の草地飼料作物委員会（

) が設定した等級の基準に従ってほぼ取引されている。この等級はand Grasslands council

と 含量から推定した相対飼料価（ )を基準としている。ADF NDF Relative Feed Value, RFV

は牛の生産性を直接表現する指標ではないが、消化率と摂取可能量を加味した指標RFV

として用いられている。

RFV = 88.9 0.779 ADF% 120 / NDF% 0.775{ －( × )}× ( ) ×
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６．粗飼料給与量とアルファルファ単播草地の所要面積

、 （ ， ）。アルファルファは生育ステージにより栄養価 乾物収量が異なる 図Ⅱ－８ 図Ⅲ－３

十勝地域における ～ 年の実規模圃場における坪刈り収量およびラップサイロに1999 2001

調製したアルファルファサイレージの成分分析値を基に、相対飼料価（ ）を指標としRFV

た品質別の生産可能量および搾乳牛１頭当り必要な圃場面積は以下のように推定される。

表Ⅲ－７　　泌乳全期の粗飼料給与割合と搾乳牛１頭当り所要面積の試算値

粗飼料割合（％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圃場面積(a/頭)

　粗飼料組み合わせ　　　　アルファルファ　　トウモロコシ　　グラス　　合　計　　　アルファルファ　　トウモロコシ　　グラス　　合　計

40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 40　　　　　　　33　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33
アルファルファ単独　　　　　　　　 50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 50　　　　　　　39 39
　　(AL)　　　　　　　　　　　　　　60   60 45   　　　45

25 25 50 21 12 33
AL＋トウモロコシ　　　　　　　　　　30 30 60 25 14 39

35 35 70 28 16 44
15 15 15 45 13 7 9 29

AL＋トウモロコシ＋グラス　　　　 20 20 20 60 16 9 12 37

25 25 25 75 20 12 15 47
注．想定した泌乳水準 8000kg/年、乾物収量(kg/10a)はアルファルファ940～1140、トウモロコシ1700、グラス1200
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